
「

差

額

地

代

」

の
基
本
的
考
察

井

上

周

八

ま
え
が
き

「
差
額
地
代
」
の
本
質
に
つ
い
て

工
業
に
お
け
る
「
平
均
原
理
一
と
農
業
に
お
け
る
「
限
界
原
理
L

ま

え

1うl

き

資
本
制
生
産
様
式
が
す
べ
て
の
生
産
を
支
配
し
、
土
地
生
産
部
門
た
る
農
業
が
工
業
主
全
く
同
様
に
経
営
さ
れ
た
場
合
、
そ
と
に
は
資

本
が
非
土
地
生
産
部
門
た
る
一
般
的
工
業
に
投
下
さ
れ
た
場
合
に
く
ら
べ
て
、
明
ら
か
に
重
要
な
独
自
性
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
独
自

性
は
、
経
済
的
諸
範
時
な
る
も
の
は
歴
史
的
社
会
的
に
規
定
さ
れ
た
特
定
の
生
産
関
係
の
範
時
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、

「
差
額
地
代
」

及
び
「
絶
対
地
代
」
と
い
う
地
代
範
時
の
解
明
に
よ
り
理
解
さ
れ
う
る
。

戦
前
の
日
本
の
高
額
現
物
小
作
料
の
地
代
論
的
考
察
も
ま
た
わ
が
国
農
業
問
題
研
究
の
主
要
論
点
た
る
明
治
以
降
の
地
主
と
小
作
人
関

係
の
歴
史
的
社
会
的
性
格
の
解
明
を
経
済
学
的
H

地
代
論
的
視
点
よ
り
行
な
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
小
作
料
論
争
」
と
し
て
い
わ

ゆ
る
日
本
資
本
主
義
論
争
に
お
い
て
そ
れ
が
も
っ
た
重
要
な
意
義
は
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

四

い
で
あ
ろ
う
o

し
か
も
こ
の
問
題
は
そ
の
重
要
な
意
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
未
解
決
の
問
題
を
残
し
つ
つ
、
戦
後
に
お
い
て
も
諸
家

の
見
解
に
は
か
つ
て
別
稿
(
本
誌
第
十
二
巻
第
二
号
)
に
お
い
て
ふ
れ
た
如
く
、
こ
れ
を
簡
単
に
み
て
も
、

ω賃
借
地
の
分
割
地
経
営
に
お

と
く
に
第
二
形
態
説
(
大
内
力
氏
)
、
印
差
額
地
代
及
び
絶
対
地
代
説
(
鈴
木
鴻
一
郎
氏
)
、
閣
差
額
地
代
的
小
作
料

け
る
差
額
地
代
説
、

プ
ラ
ス
絶
対
地
代
的
小
作
料
説
(
大
島
清
氏
)
、

ω半
封
建
地
代
プ
ラ
ス
差
額
地
代
説
(
綿
谷
起
夫
氏
)
、
間
差
額
地
代
第
一
形
態
・
第
二

形
態
プ
ラ
ス
独
占
地
伏
説
(
硲
正
夫
氏
)
、
側
発
展
変
質
説
、
す
な
わ
ち
わ
が
国
小
作
料
は
、
封
建
地
代
↓
賃
借
地
に
お
け
る
分
割
地
経
営

の
名
目
地
代
↓
賃
借
地
の
分
割
地
経
営
に
お
け
る
差
額
地
代
及
び
絶
対
地
代
へ
と
、
明
治
以
降
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
時
期
に
発
展
変
質

し
た
と
す
る
説
(
戦
前
で
は
野
呂
栄
太
郎
氏
の
所
説
の
一
部
に
、
ま
た
戦
後
は
栗
原
百
寿
氏
を
典
型
と
し
、
綿
谷
氏
の
説
に
も
未
整
理
の

ま
ま
認
め
ら
れ
る
)
等
々
の
多
彩
な
解
釈
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
改
革
前
わ
が
国
小
作
料
の
地
代
論
的
考
察
は
、
何
よ
り
も
明
治
以
降
の
白
木
資
本
主
義
の
一
環
た
る
日
本
農
業
の
現
実
把
、

握
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
同
時
に
、
経
済
理
論
一
般
、
と
く
に
地
代
の
本
源
的
形
態
(
封
建
地
代
)
、
過
渡
的
地

代
形
態
、
及
び
資
本
制
的
地
代
形
態
(
絶
対
地
代
及
び
差
額
地
代
第
一
形
態
・
第
二
形
態
)
等
に
つ
い
て
の
正
確
な
諸
規
定
の
正
し
い
把

握
を
そ
の
必
須
の
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
改
革
前
わ
が
国
小
作
料
の
地
代
論
的
考
察
を
行
な
う
た
め
に
は
、
そ
の
必
須
的
前
提
の
一

っ
と
し
て
資
本
制
地
代
の
考
察
を
も
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
こ
の
小
論
で
は
差
額
地
代
に
限
っ
て
そ
の
基
礎
的
考
察

を
試
み
た
い
。

「
差
額
地
代
」

の
本
質
に
つ
い
て

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
六
篇
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
形
、
第
三
十
七
章
緒
論
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
第
六
編
で
の
考
察
の
対
象
が
つ
い
資



本
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
分
が
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
か
ぎ
り
で
の
土
地
所
有
」
(
『
資
本
論
』
イ
ジ
ス
テ
ィ
ト
ヲ
ト

版
第
三
巻
六
六
二
支
、
長
谷
部
文
雄
訳
青
木
文
庫
版
第
十
二
分
冊
八
六
五
頁
)
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
即
ち
土
地
所
有
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
形
態
の
研

一
生
産
部
面
か
ら
他
の
生
産
部
面
へ
の
諸
資
本
の
移
転
可
能
性
、
平
均
利
潤
の

究
が
目
的
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
諸
資
本
の
自
由
な
競
争
、

同
等
の
高
さ
な
ど
の
よ
う
な
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
諸
条
件
が
完
全
に
成
熟
し
て
現
存
す
る
と
い
う
こ
と
」

(
向
上
)
を
前
提
と
し
て
、

そ
の
上
に
立
っ
て
借
地
農
業
者
は
製
造
業
者
が
糸
ま
た
は
機
械
を
生
産
す
る
の
と
同
様
に
小
麦
な
ど
を
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘

し
、
こ
の
よ
う
な
農
業
に
お
け
る
資
本
の
投
下
か
ら
発
生
す
る
一
定
の
生
産
H
及
び
交
易
諸
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、

一「

資

本
の
分
折
は
完
全
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
(
向
上
六
六
三
頁
、
訳
帥
l
八
六
六
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
土
地
所
有
と
は
特
定
の
諸
人
物
が

そ
の
私
的
意
志
の
排
他
的
領
域
と
し
て
地
球
の
一
定
諸
部
分
を
す
べ
て
の
他
人
を
排
除
し
て
自
由
に
す
る
と
い
う
特
定
諸
人
物
の
独
占
を

前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
代
は
こ
の
排
他
的
独
占
的
土
地
所
有
が
「
経
済
的
に
自
己
を
実
現
・
利
用
す
る
形
態
で
あ
る
。
」

六
七
一
良
、
訳
一
同

l
八
七
一
頁
)
と
地
代
の
抽
象
的
一
般
的
規
定
を
与
え
て
い
一
匁

ハ
同
上
六

ハ
1
)

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
範
鴎
と
し
て
の
「
地
代
」
を
「
借
地
料
」
品
目
白

F
Z
E間
四
日
仏
及
び
土
地
資
本
庄
町

H
W
E
r
s
x巴
の
利
子
と
同
一
視

し
で
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
本
来
的
農
業
労
働
者
の
労
貨
が
そ
の
標
準
的
な
平
均
水
準
以
下
に
圧
し
下
げ
ら
れ
、
従
っ
て
労
賃
の
一
部
分
が
労
働
者

か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
地
代
の
紛
装
を
と
る
場
合
、
及
び
平
均
利
潤
か
ら
の
控
除
分
が
地
代
の
名
称
を
与
え
ら
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
本

来
的
地
代
」
ハ
向
上
六
六
八
頁
、
訳
帥
l
八
七
二
頁
)
を
、
即
ち
範
臨
時
と
し
て
の
「
地
代
」
を
形
成
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま

た
右
の
場
合
と
や
や
異
な
る
が
、
同
様
に
注
意
す
べ
き
は
、
地
主
が
「
本
来
的
地
代
」
と
「
土
地
資
本
の
利
子
」
の
合
計
を
地
代
と
し
て
受
け
取
り
う

る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
土
地
に
合
体
さ
れ
た
資
本
及
び
諸
改
良
に
対
す
る
利
子
と
、
土
地
と
し
て
の
土
地
の
使
用
に
支
払
わ
れ
る
本
来
的
地
代
と
は

そ
の
本
質
に
お
い
て
区
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
土
地
資
本
の
利
子
に
よ
り
土
地
所
有
者
の
「
地
代
が
膨
れ
あ
が
る
」
(
同
上
六
六
八

頁
、
訳

ω
!八
七
三
頁
〉
と
述
べ
、
ま
た
「
土
地
に
合
体
さ
れ
た
資
本
に
た
い
す
る
利
子
は
、
地
代
の
か
か
る
異
種
的
成
分
を
な
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
成
分
は
、
経
済
的
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
一
回
の
総
地
代
へ
の
た
え
ず
増
大
す
る
追
加
分
を
な
す
に
違
い
な
い
。
」
ハ
向
上
六
七
四
頁
、
訳
帥
l

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

一一一六

八
八
O
頁
)
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
が
合
理
的
農
業
の
発
展
の
障
害
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
が
他
方
、
「
地
代
法
則
」
に
よ
り
土

地
資
本
の
利
子
が
消
滅
し
う
る
場
合
を
も
述
べ
て
い
る
ハ
同
上
六
六
九
頁
註
二
二
、
訳
帥
l
八
七
四
頁
)
の
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
両
者
は
混
同
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
マ
ル
ク
ス
は
第
三
十
七
章
緒
論
の
末
尾
で
資
本
制
的
地
代
の
独
自
性
が
、

「
農
業
生
産
物
が
価
値
(
商
品
)
と
し
て
発
展
す
る
諸

条
件
と
と
も
に
、
ま
た
農
業
生
産
物
の
価
値
の
実
現
の
諸
条
件
と
と
も
に
、
土
地
所
有
の
権
能
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の
関
与
な
し
に
創
造

さ
れ
た
こ
の
価
値
の
ま
す
/
¥
増
大
す
る
部
分
を
取
得
す
る
権
能
も
ま
た
発
展
し
、
剰
余
価
値
の
う
ち
ま
す
/
¥
増
大
す
る
部
分
が
地
代

(
同
上
六
八
九
頁
、
訳
ω
l九
O
O頁
)
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
点
は
レ

l
ニ
ン
が
「
ア
メ
リ
カ

に
転
形
す
る
と
い
う
こ
と
」

合
衆
国
に
お
け
る
資
本
主
義
と
農
業
」

(
一
九
一
四
l
五
年
)
の
中
で
具
体
的
に
資
料
に
基
づ
い
て
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
資

本
主
義
の
発
展
は
土
地
所
有
者
が
取
り
立
て
る
貢
物
た
る
地
代
を
非
常
に
増
大
さ
せ
、
こ
の
地
代
の
増
大
は
農
業
に
お
け
る
資
本
の
蓄
積

を
阻
止
し
て
、
農
業
の
成
長
に
対
す
る
障
害
を
つ
く
り
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
一
般
的
性
格
を
も
っ
「
資
本
制
地
代
」
は
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
り
資
本
に
対
す
る
土
地
所
有
の
制
限
的
役
割
が
絶
対

地
代
に
く
ら
べ
て
弱
い
と
こ
ろ
の
差
額
地
代
l
l
l絶
対
地
代
は
土
地
所
有
が
価
格
高
騰
を
創
造
す
る
原
因
と
な
る
こ
と
に
よ
り
土
地
所
有

そ
の
も
の
が
生
み
出
し
た
地
代
で
あ
る
の
に
対
し
、
差
額
地
代
に
あ
っ
て
は
土
地
所
有
は
何
ら
か
か
る
地
代
創
造
の
原
因
を
な
す
も
の
で

は
な
く
、

た
だ
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
形
の
条
件
を
な
す
の
み
で
あ
る
ー
ー
か
ら
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
以
下
ま
ず
そ
の
「
一
般
的
概
念
」

を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
差
額
地
代
と
は
何
か
の
聞
に
簡
単
に
答
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
を
自
由
に
し
て
い
る
個
別

資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、
問
題
の
生
産
部
面
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
っ
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
落
流
の
例
に
よ
り
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一
国
の
工
場
の
圧
倒
的
多
数
は
蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
運



転
さ
れ
る
が
、
あ
る
少
数
の
も
の
は
自
然
的
落
流
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
産
業
部
門
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
価

格
は
た
と
え
ば
費
用
価
格
一

0
0、
利
潤
率
一
五
%
の
場
合

l
l商
品
価
値
の
生
産
に
充
用
さ
れ
た
総
投
下
資
本
も
費
用
価
格
と
同
様
に

一
O
O
と
す
れ
ば
1
1
1
一
一
五
で
あ
る
。
こ
の
生
産
価
格
は
各
個
の
生
産
的
産
業
家
の
個
別
的
費
用
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
全

生
産
部
門
に
お
け
る
資
本
の
平
均
条
件
の
も
と
で
そ
の
商
品
が
平
均
的
に
要
費
す
る
費
用
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
市
場
生

産
価
格
で
あ
り
、

一
般
的
生
産
価
格
で
あ
り
、
市
場
価
格
の
諸
動
揺
と
区
別
さ
れ
る
平
均
的
市
場
価
格
で
あ
る
。
次
に
水
力
に
よ
っ
て
運

転
さ
れ
る
工
場
に
お
け
る
費
用
価
格
が
一

O
O
で
な
く
九

O
で
あ
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
こ
の
商
品
の
市
場
調
整
的
生
産
価
格
は
一
一
五

で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
機
械
を
水
力
で
運
転
す
る
工
場
主
た
ち
も
や
は
り
一
一
五
で
そ
の
商
品
を
売
る
。
そ
こ
で
彼
ら
の
利
潤
は
一
五
で

は
な
く
二
五
と
な
る
。
水
力
利
用
工
場
は
二
二
・
五
の
平
均
利
潤
の
ほ
か
に
一
一
・
五
の
超
過
利
潤
を
得
る
。
即
ち
こ
の
超
過
利
潤
一
一

-
五
は
彼
の
生
産
し
た
個
別
的
生
産
価
格
と
資
本
の
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
り
、
こ
の
差
額
は
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
で

あ
る
が
故
に
、
借
地
農
業
者
聞
の
競
争
に
よ
り
土
地
所
有
者
に
差
額
地
代
と
し
て
取
得
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
差
額
地
代

が
問
題
の
生
産
部
面
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
一
般
的
生
産
価
格
と
落
流
利
用
工
場
の
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
こ
と
は
、

工
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
が
そ
の
生
産
部
面
に
お
け
る
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
の
差
で
あ
る
こ
と
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
の
充
用
に
よ
る
例
外
的
に
高
い
労
働
生
産
力

を
自
然
的
基
礎
と
す
る
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
は
、

工
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
独
自
性
を
も
つ
も
の
で
あ

る
か
、
超
過
利
潤
が
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
以
上
、
そ
も
そ
も
一
般
的
生
産
価
格
と
は
何
か
、
個
別
的
生

産
価
格
と
は
何
か
、
さ
ら
に
市
場
価
値
(
平
均
価
値
)
、
あ
る
い
は
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
、
究
極
的
に
は
価
値
と
は
何
か
と
い
う
、

も
っ
と
も
抽
象
的
な
基
礎
的
な
範
時
に
ま
で
下
向
し
、
そ
こ
か
ら
逆
に
上
向
し
て
工
業
に
お
け
る
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

tむ



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

入

と
を
考
え
、
そ
の
差
額
た
る
超
過
利
潤
、
次
い
で
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
と
い
う
阪
序
に
問
題
を
み
る
と
と
、

つ
ま
り
地
代
論
を
価
値

論
の
発
展
と
し
て
、

『
資
木
論
』
の
ん
主
体
系
の
中
で
統
一
的
に
考
察
す
る
と
乏
が
必
要
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
下
向
的
に
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
o

マ
ル
ク
ス
の
落
流
の
例
に
お
い
て
は
、
蒸
気
利
月
工
場
の
費
用
価
格
同
公
+
4
)
を

一
O
O
、
落
流
利
用
工
場
の
費
用
価
格
を
九
O
と
し
、
平
均
利
潤
率
司
、
を
一
五
%
と
仮
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
前
者
の
生
産
価
格
宮
十
4
・

'T
制
S
M叩

S
E
a
-
U
)
即
ち
同
州
十
同
司
、

ill同
を
総
投
下
資
本
の
総
額
と
仮
定

l
iが
二
五
、

一F
m

.

-

×

H
H
C
ω
・
日
超
過
利
商
同
士
一
一
・
五
と
な
る
が
、
い
ま
蒸
気
利
用
工
場
の
資
本
の
一
般
町
生
産
価
格
一
一
五
の
価
値
区
分
が
∞
胃
+

5

c

j

t

 

H
日
〈
十
回
m
a
・
℃

従
っ
て
後
者
の
生
産
価
格
は
き
+
由
。

で
あ
る
L
L
仮
定
し
よ
う
。

C
浴
流
利
同
工
場
の
超
過
料
潤
は
後
に
述
ベ
る
理
由
に
よ
り
平
均
利
潤
の
形
成
、

一
般
的
生
蔵

価
格
の
形
成
に
参
加
し
な
い
の
で
、

さ
し
あ
た
り
捨
象
す
る
。
)
剰
余
価
値
率
出
、
を
一
O
O
%
と
す
れ
ば
、
こ
の
∞
四
円
十
同
日
〈
1
T
H
邑
-
H
U

H
H
H
日
は
∞
切
の
+
目
〈
+
H
m
E
H
H
H
m
の
、

つ
ま
り
商
品
価
値
の
生
棋
院
価
格
へ
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
の
場
合
落
涜
利
用
工
場
を
含

む
こ
の
生
産
部
面
の
資
本
構
成
は
他
の
異
な
る
諸
種
の
生
産
部
面
の
資
本
構
成
1
1
1
そ
れ
は
∞
問
。
ニ
守
以
上
で
も
あ
り
以
下
で
も
あ
る

諸
々
の
有
機
的
構
成
を
も
っ
1
1
1
1
1
の
中
に
お
け
る
社
会
的
標
準
的
な
資
本
の
構
成
と
同
一
の
資
本
構
成
で
あ
る
と
す
る
。

(
そ
し
て
そ
の

た
め
に
と
の
生
産
部
一
山
に
お
け
る
商
品
価
値
と
生
産
価
格
と
が
一
致
じ
て
い
る
の
で
あ
る

J

簡
単
化
の
た
め
一
二
つ
の
異
種
商
品
の
生
産

部
面
A
、
B
、
C
を
と
る
o

A
に
お
け
る
平
均
的
資
本
の
有
機
的
構
成
は
由
宕
+
呂
〈
で
あ
り
、

B

(
こ
の
部
面
の
平
均
的
資
本
構
成
が

落
流
利
用
工
場
と
一
致
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
)
で
は
∞
符
十
5
4
、

C
で
は
∞
c
n
+
N
C
〈
で
あ
る
。
平
均
利
潤
率
が
一
五
%
と
す
れ
ば

~ 

き
の
十
5
4
ト
ロ
己
・
円
)
H
H
H
m

ヒロ

∞
目
。
十
一
{
句
〈
+
H
日
仏
・
同
}
H
H
H
m山

。
∞
。
。
十
N
C
J
刊
十
目
門
戸
間
)
H
H
H
日
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「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

。
。。
宕
十
E、コ
o 
4 
+ 
トコ
Cコs 
11 

ド・4

むd
cコ

~-一一「

のロー且2

∞問。
+
5
4
+
5
5
H
H
H
m

∞。。
+
N
0
4
+
N
O
B
H
H
N
O

U
1

切
の
+
自
.4.
十
呂
田
H
H
N日

四
0 

従
っ
て
生
産
価
格
と
商
品
価
値
と
の
差
は
A
は
プ
ラ
ス
五
、

B
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
零
、

C
は
マ
イ
ナ
ス
五
と
な
り
、

A
、
B
、
C
を

通
じ
て
価
値
と
生
産
価
格
は
こ
の
生
産
部
面
全
体
で
は
一
致
す
る
。
ま
た
A
の
a
の
総
個
別
的
価
値
は
そ
の
総
社
会
的
価
値
に
対
し
プ
ラ

ス一

O
、
同
様
に
b
は
プ
ラ
ス
五
、

c
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
零
、

B
の
a
は
プ
ラ
ス
五
、

b
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
零
、

C

は
マ
イ
ナ

ス
五
、
ま
た
C
の

a
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
零
、

b
は
マ
イ
ナ
ス
五
、

C

は
マ
イ
ナ
ス
一

O
と
な
る
。
以
上
の
計
算
は
各
生
産
部
面

(
A
、

虫、

C
)
及
び
そ
の
内
の
各
個
別
企
業

(
a
、
b
、
C
)

の
総
計
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
有
機
的
構
成
の
異
な
る
、
従
っ

て
生
産
手
段
、
生
産
方
法
の
異
な
る
各
企
業
の
単
位
当
り
生
産
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
標
準
的
な

B
に
つ
い
て
み
よ
う
。

B

-
内
の

a
、
b
、J
C

の
各
企
業
は
有
機
的
構
成
の
差
に
よ
り
生
産
性
が
変
化
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
き
表
を
作
成
で
き
る
。

ドト
社時

fヨト件直

ロロ ロ|言寄富淫
一-fL三L団杢主

}骨

三一戸工I= 
最古
菌ー
恭ffi:

I~一一「一一一「

鱈
言語
{ヤ陶

」ーI~gr
i隊奇書

謬 | 作

|仲+ 1 1 1 

50~I 却 |ig

| 陶ヨ十

55E I野
I--L I--L I--L I賠
8 52吉|富司

l" cn| 議結

ロ
+
4
+
血
・
司

国

由{}+一戸口+H回

回|叶ふロIcn

c" 

∞
印
+
同
日
十
T
H
印

口

∞ロ

+
N
D
+
同日

ー
富
山
山
由

|仲+

ぉ|回 路ト

さ~~古

益信長
+
H
H
・印

}十

o ーロ・印

が
一
一
個
生
産
さ
れ
、

b
で
は
個
別
的
生
産
価
格
己
-
m
が
一

O
個、

五
個
別
的
生
産
価
格
の
総
和
は
い
ず
れ
王
ご
主
で
あ
る
。
し
か
し

a
で
は
一
個
当
り
の
個
別
的
生
産
価
格
弓
中

U
W
 

C
で
は
個
別
的
生
産
価
格

H
N
d
l
が
九
個
生
産
さ
れ
る
。
従
っ
て

企
業

a
、
b
、



a
で
は
総
額
一
一
，
五
の
超
過
利
潤
を
入
手
し
、

b
は
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
が
一
致
し
て
い
る
故
に
平
均
利
潤
の
み
を

入
手
し
、

C

で
は
マ
イ
ナ
ス
一
一
・
五
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
利
潤
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
生
産
価
格
の
段
階
か
ら
下
向
し
て
価
値
の

段
階
に
環
一
万
す
れ
ば
次
の
表
を
得
る
。

ロ

+
4十
B

言言gJ:~

E3HH| 爵22

一三三二竺-1己的B
ト与

ugロ 1』-
首 l

>-' >-' >-' 浬合
w ト- 0 工工トぷ叫

∞(日ゐ |ま
I I洋B

4正己|震|阻
印 1>-' 日|。 155
一一一十一一一一一|言言

言雲閣菌

|仲+ I ②[¥" 

202i叩l隊

! 言芹

>-' >-' >-' ~ト

01 01 01 菌E

高戸E
H 】】 1δゆ
呂 EZEZ| 設B
01 >-'き~

吉本
|仲+ I き
口。ロ l 謹
01 ，J1 I Fmt分

同

由
(
}
十

H
C
+
】
己

σ 

∞
印
十
回
日
+
]
{
印

ロ

∞O
+
N
C
+
N
C
 

a
は
総
計
.
一
一

O
の
価
値
を
も
っ
一
一
個
の
生
産
物
、
従
っ
て
こ
の
商
品
の
価
値
一

O
、
b
は
総
計
一
一
五
の
価
値
を
も
っ
一

O
個
の
生

産
物
、
従
っ
て
個
別
的
価
値
一
一
・
五
、

c
は
総
計
二
一

O
の
価
値
を
も
っ
九
個
の
生
産
物
、
従
っ
て
個
別
的
価
値
一
三
ズ
を
生
産
す
る
と

b
は
零
、

と
す
る
。
こ
の
場
合

a
は
一
個
に
つ
き
一
・
五
、
b
は
零
、

c
は
マ
イ
ナ
ス
一
%
の
超
過
利
潤
を
入
手
し
、
総
計
に
つ
き

a
は
一
六
・
五
、

(
2
)
 

C

は
マ
イ
ナ
ス
一
六
・
五
の
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
。

(

2

)

蛇
足
な
が
ら
A
及
び
C
に
お
け
る
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
及
び
個
別
的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
今
一
簡
単
に
数
字
例
で
示
せ
ば
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。「

差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

凶



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察
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さ
て
社
会
的
平
均
的
な
資
本
の
構
成
を
も
っ

B
の
b
i
l
l∞問。
+
H句
『

+
H
U
S
H
H
H
m

で
一

O
個
生
産
さ
れ
る
企
業
1

1
を
み
る
。
そ

こ
で
商
品
は
一
個
当
り
∞
-
m
n
+
ゲ

守

十

H
-
m
E
H
ロ-m
の
価
値
を
有
す
る
。
も
し
こ
れ
を
資
本
家
と
労
働
者
と
い
う
階
級
対
立
の
な
い
単

純
商
品
生
産
者
の
商
品
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
総
計
は
八
五
の
生
産
手
段
の
価
値
H

死
ん
だ
労
働
と
三

O
の
生
き
た
労
働
と
の
対
象
化

さ
れ
た
一
一
五
の
商
品
価
値
を
も
っ
で
い
る
の
で
あ
り
、

一
個
当
り
商
品
価
値
は
一
一
・
五
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
生
産
者
の
生
産
諸
条

件
は
社
会
的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
彼
の
労
働
は
熟
練
及
び
強
度
の
社
会
的
平
均
度
を
も
っ
て
い
る
も
の

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
一
・
五
は
こ
の
商
品
の
価
値
で
あ
る
。
か
く
て

B
生
産
部
面
の

b
企
業
の
生
産
す
る
商
品
の
生
産
価

格
よ
り
価
値
に
ま
で
下
向
し
た
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
極
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
価
値
と
生
産
価
格
が
一
致
す
る

B
生
産
部
面
の
生
産
す
る
商
品
の
生
産
価
格
よ
り
、

に
極
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
上
向
し
て
み
よ
う
。

『
資
本
論
』
冒
頭
の
商
品
価
値
に
ま
で
下
向
し
た
。
次
に
冒
頭
の
商
品
か
ら
第
三
巻
の
生
産
価
格
段
階
の
商
品
に
ま
で
、
こ
れ
ま
た
同
様

マ
ル
ク
ス
は
商
品
を
端
緒
と
し
て
『
資
本
論
』
全
巻
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
ま
た

「
商
品
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
一
切
の
矛
盾
(
ま
た
は
矛
盾
の
萌
芽
)
を
含
む
細
胞
で
あ
る
」

(
ν
I
ニ
シ
)

と
言
わ
れ
て
い
る
。
で
は
な

ぜ
『
資
本
論
』
は
商
品
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
商
品
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
矛
盾
を
は
ら
む
細
胞
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
単
な
る
労
働
の
生
産
物
が
商
品
化
す
る
と
い
う
一
事
に
こ
の
市
民
社
会
の
本
質
が
明
確
に
端
緒
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
単
な
る
生
産
物
が
商
品
形
態
を
受
け
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
商
品
が
使
用
価
値
形
態
と
価
値
形
態
と
の

統
一
一
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
単
な
る
労
働
の
生
産
物
が
商
品
形
態
を
受
け
と
る
の
は
、
あ
る
特
定
の
生
産
関

係
即
ち
社
会
的
分
業
に
基
づ
く
生
産
手
段
の
私
有
社
会
の
も
と
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
こ
の
社
会
に
お
い
て
人
々
が
彼
ら
の
肉
体
的
生

命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
生
活
資
料
を
消
費
し
、
社
会
そ
の
も
の
を
存
続
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
行
為
は
、
人
々
が

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

四
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そ
の
生
産
物
を
交
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
か
く
し
て
彼
ら
の
労
働
生
産
物
に
商
品
形
態
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
c

「
社
会
的
分
業
に

基
づ
く
生
産
手
段
の
私
有
社
会
」
は
実
は
生
産
物
に
商
品
形
態
を
与
え
る
こ
と
な
く
し
て
は
絶
対
に
存
続
し
え
な
い
。
こ
こ
で
は
労
働
の
生

産
物
は
社
会
的
に
有
用
な
使
用
価
値
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
物
が
他
の
物
と
交
換
さ
れ
る
と
い
う
性
質
、
す
な
わ
ち
交
換
価
値
|
↓

価
値
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
単
な
る
使
用
対
象
と
し
て
の
生
産
物
は
そ
の
使
用
価
値
と
し
て
の
性
質
の
ほ
か
に
、

さ
ら
に

そ
の
物
と
他
の
物
と
が
交
換
さ
れ
る
と
い
う
性
質
を
も
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
商
品
と
な
る
。
こ
の
商
品
の
価
値
の
実
体
は
抽
象
的
人
間

的
労
働
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
生
産
物
に
体
化
さ
れ
た
人
間
労
働
、
商
品
に
物
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
こ
の
抽
象
的
人
間
的
労
働
こ
そ
価
値
の

実
体
で
あ
り
、
そ
の
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
価
値
の
実
体
た
る
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
き
ま
り
、
そ
の
分
量
は

労
働
時
間
に
よ
り
計
ら
れ
る
。
つ
ま
り
労
働
時
間
に
よ
り
価
値
量
は
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
価
値
の
実
体
を
な
す
労
働

と
は
個
人
的
な
・
特
殊
的
・
具
体
的
労
働
で
は
な
く
、

一
個
同
一
の
人
間
労
働
の
支
出
で
あ
る
。
社
会
の
総
労
働
力
は
無
数
の
諸
個
人
の

労
働
力
か
ら
成
立
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
が
商
品
の
価
値
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は
同
等
な
人
間
労
働
力
、
社
会
的
平
均
的
労
働
力

と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
の
み
な
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
一
章
第
一
節
の
価
値
論
で
生
産
手
段
の
私
有
一
般
と
自
然
発
生
的
な
分
業
の
社
会
を
前
提
と
し
、

価
値
の
実
体
及
び
価
値
の
大
き
さ
を
究
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
生
産
諸
条
件
が
「
社
会
的
・
標
準
的
」
な
も
の
と
の
前
提
の
下
で
、
諸
個
人

の
個
別
的
諸
労
働
の
平
均
労
働
へ
の
還
元
を
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
生
産
諸
条
件
を
「
社
会
的
・
標
準
的
」
と
前
提
し
た
の
は
、
生

産
物
の
価
値
を
規
定
す
る
労
働
の
熟
練
及
び
強
度
の
社
会
的
平
均
度
の
人
間
的
労
働
力
が
、
社
会
的
平
均
的
な
も
の
と
し
て
同
一
生
産
物

量
に
対
象
化
し
、
従
っ
て
価
値
が
一
定
の
質
を
も
っ
人
間
労
働
に
直
接
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
価
値
規
定
が
純
粋
に
明
示
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
簡
単
労
働
(
平
均
的
労
働
)
と
複
雑
労
働
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

ま
た
そ
こ
で
の
商
品
価
値
は
即
ち
社
会
的



価
値
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
個
別
的
価
値
と
の
対
比
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
個
別
的
価
値
と

社
会
的
価
値
な
る
範
瞬
は
第
一
巻
第
四
篇
第
十
一
章
相
対
的
剰
余
価
値
の
概
念
に
お
い
て
、
そ
の
両
者
の
差
が
特
別
剰
余
価
値
で
あ
る
点

を
説
明
す
る
に
あ
た
り
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
彼
は
「
一
商
品
の
現
実
的
価
値
は
そ
の
個
別
的
価
値
で
は
な

く
、
そ
の
社
会
的
価
値
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
生
産
者
が
個
々
の
場
合
に
そ
の
商
品
に
事
実
上
要
費
す
る
労
働
時
間
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
そ
の
商
品
の
生
産
の
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
度
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
『
資
本
論
』
第
一
巻
一
一
二
二
二
頁
、

訳
同
l
五
三
六
頁
)
左
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
商
品
の
個
別
的
価
値
は
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
範
瞬
で
あ
ろ
う
か
。

一
商
品

の
現
実
的
価
値
は
そ
の
個
別
的
価
値
で
は
な
く
、
価
値
は
本
来
社
会
的
で
あ
っ
て
個
別
的
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
別
的
価
値
な
る

範
時
が
登
場
す
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
対
す
る
一
、
二
の
解
釈
を
あ
げ
る
な
ら
ぽ
、
飯
田
繁
氏
は
「
個
別
的
価
値
の
持
つ

宣
大
な
意
義
は
、
商
品
が
個
別
的
価
値
で
は
売
ら
れ
な
い
乏
い
う
こ
と
で
あ
る
。
商
品
の
現
実
的
価
値
は
個
別
的
価
値
で
は
な
く
、
社
会

的
価
値
で
あ
る
か
ら
ζ

そ
、
換
言
す
れ
ば
、
同
種
商
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
価
値
で
な
く
、

一
つ
の
共
通
な
社
会
的
価
値
で
売
ら
れ
る

(
需
給
が
一
致
し
、
貨
幣
価
慎
及
び
貨
幣
名
が
変
化
し
な
い
場
合
に
)
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
或
る
資
太
家
は
特
別
に
利
得
し
、
他
の

資
本
家
は
利
得
を
削
減
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
個
別
的
価
値
の
大
い
さ
が
、

ま
た
は
社
会
的
価
値
の
大
い
さ

主
個
別
的
価
値
の
大
い
さ
と
の
差
額
が
各
資
本
家
の
重
大
関
心
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
『
マ
ク
ロ
コ
ス
ミ
ツ
ク
』
に
把
握
さ
れ
た

社
会
的
価
値
は
『
現
実
的
価
値
』
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ま
た
『
マ
イ
ク
ロ
コ
ス
ミ
ツ
ク
』
に
と
ら
え
ら
れ
た
個
別
的
価
値
は
『
理
実
的
価

値
』
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
両
者
は
関
連
的
に
そ
れ
ぞ
れ
価
値
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
個
別
的
価
値
は
商
品
の
「
理
実
的
価
値
』

で
な
い
と
は
い
え
、
生
産
諸
条
件
を
異
に
す
る
各
個
別
的
問
本
家
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
価
値
は
商
品
生
産
の
た
め
に
『
事

実
上
』
要
せ
ら
れ
た
労
働
量
の
凝
結
物
に
ほ
か
な
ら
ず
、
事
実
上
の
労
働
費
用
、

し
た
が
っ
て
事
実
上
の
価
値
で
あ
る
。
彼
等
は
事
実
上
、

「
差
街
地
代
」
の
基
本
的
考
察
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個
別
的
価
値
に
凝
結
さ
れ
た
以
外
の
労
働
量
を
商
品
に
投
下
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
彼
等
が
社
会
的
見
地
に
た
つ
前
に
、
ま
ず
彼
等
の

商
品
に
見
出
す
最
初
の
価
値
は
個
別
的
価
値
で
あ
る
c
」
(
叫
物
価
の
理
論
的
研
究
』
一
一
七
七
頁
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル

グ
も
偲
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
関
連
を
問
題
と
し
て
、

「
個
別
的
価
値
と
い
う
表
現
は
た
ん
に
、
各
個
人
が
そ
の
労
働
の
相
異
な

る
量
を
も
っ
て
商
品
総
長
の
価
値
の
生
産
に
、

し
た
が
っ
て
ま
た
個
々
の
商
品
の
市
場
価
値
の
生
産
に
参
加
す
る
、

と
い
う
ほ
ど
の
意
味

を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
己
(
『
資
本
論
註
解
』
梅
村
一
一
郎
訳
第
七
書
房
版
第
三
巻
第
一
分
冊
一
八
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

た
し
か
に
一
商
品
の
個
別
的
価
値
は
そ
の
社
会
的
価
慌
で
な
い
と
は
い
え
、
個
別
的
資
本
家
に
と
っ
て
彼
が
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
た

め
に
要
費
す
る
と
こ
ろ
の
一
切
は
、
他
の
資
本
家
よ
り
そ
の
社
会
的
価
値
に
て
購
入
し
た
不
変
資
本
部
分
及
び
労
働
力
価
値
部
分
よ
り
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
個
別
的
価
値
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
不
変
資
本
部
分
及
び
可
変
資
本
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
真
実
の
社
会
的
価

値
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
乙
と
は
容
易
で
あ
る
。
で
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
個
別
的
価
値
を
形
或
す
る
と
こ
ろ
の
不
変
資
本
部
分
及
び
可

変
資
本
部
分
を
社
会
的
価
値
即
ち
マ
ル
ク
ス
の
い
う
現
実
的
価
値
に
て
購
入
し
た
ー
も
ち
ろ
ん
現
実
に
お
い
て
は
価
格
は
価
値
を
上
下
す

る
が
当
面
の
理
論
的
考
察
に
お
い
て
は
価
値
と
価
格
の
一
致
を
前
提
と
す
る
げ
い
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
生
産
手
段
に
よ
っ
て
生

産
さ
れ
た
生
産
物
が
各
個
別
的
資
本
の
生
産
物
と
し
て
各
々
そ
の
個
別
的
倒
的
に
差
異
を
生
じ
、
あ
る
い
は
個
別
的
価
値
以
上
の
社
会
的

価
値
を
、
あ
る
い
は
以
下
の
社
会
的
価
値
を
も
つ
に
至
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
価
値
は
純
粋
に
労
働
量
に
還
元
さ
れ
、
自
然
的
物
質
の
一
分
子
を
も
含
ま
ず
、
自
然
的
物
質
は
た
だ
使
用
価
値
の
素

材
的
前
提
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
価
値
は
質
的
規
定
と
し
て
は
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
抽
象
的
人
間
的
労
働
で
あ
り
、
且
一
民
的
規
定
と

し
で
は
社
会
的
必
要
労
働
(
時
間
)
で
あ
る
。
そ
れ
故
価
値
と
は
純
粋
に
社
会
的
な
概
念
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
資
本
主
義
社
会
は
人
間
生

存
の
た
め
に
自
然
的
必
要
事
で
あ
る
生
活
資
料
の
生
産
を
そ
の
使
用
価
値
の
故
に
で
は
な
く
、
価
値
、
剰
余
価
値
を
目
的
と
し
て
行
な
う



と
こ
ろ
の
錯
倒
せ
る
社
会
で
あ
る
。
だ
か
ら
剰
余
価
値
の
生
産
こ
そ
唯
一
の
目
的
で
あ
る
が
、
こ
の
剰
余
価
値
の
生
産
は
使
用
価
値
の
生

産
を
通
じ
て
の
み
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
価
値
は
純
粋
に
労
働
量
に
還
元
さ
れ
る
。
、
と
こ
ろ
が
あ
る
一
定
の
労
働
量
を
も

っ
て
よ
り
大
量
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
か
、

ま
た
は
少
量
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
か
は
、
そ
の
労
働
の
生
産
力
に
よ
る
。
だ
か
ら
労

働
の
生
産
性
は
本
来
使
用
価
値
に
か
か
わ
る
概
念
で
あ
っ
て
、
価
値
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
労
働
の
生
産
性
が
増
大
し
、

一
定
の

単
位
時
間
内
に
従
来
の
三
倍
の
使
用
価
値
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
単
位
時
間
内
に
あ
ら
た
に
創
造
さ
れ
た
生
産

物
に
附
与
さ
れ
る
価
値
は
以
前
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ク
ス
は
「
例
外
的
な
生
産
力
を
も
っ
労
働
は
、
自
乗
さ
れ

わ
(
吉
伸
g
N
H
0
2
0
)

労
働
と
し
て
作
用
す
る
、

l
lす
な
わ
ち
、
同
じ
時
間
内
に
同
種
の
社
会
的
平
均
労
働
よ
り
も
大
乞
い
価
値
を
創

造
す
る
。
」
(
『
資
本
論
』
第
一
巻
三
三
三
頁
、
訳
同
l
五
三
入
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
力
は
何
ら
価
値
に
か
か
わ
る
概
念
で
は
な
い

と
す
る
見
解
と
矛
盾
し
な
い
か
。
何
ら
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

か
か
る
疑
問
に
は
商
品
の
価
値
概
念
、
そ
の
量
的
規
定

そ
の
も
の
が
解
答
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
労
働
の
熟
練
及
び
強
度
の
社
会
的
平
均
度
を
も
っ
て
、
現
存
の
社
会

的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
の
下
で
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
時
聞
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会

的
標
準
的
な
条
件
よ
り
優
れ
た
企
業
に
お
い
て
は
各
商
品
の
単
位
量
を
生
産
す
る
に
必
要
な
個
別
的
な
労
働
時
間
は
、
社
会
的
標
準
的
な

生
産
諸
条
件
の
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
よ
り
も
小
で
あ
り
、
逆
の
場
合
は
逆
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
商
品
は
市
場
に
あ
っ
て
は

社
会
的
標
準
的
生
産
条
件
の
下
に
生
産
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

い
わ
ば
同
種
商
品
の
平
均
見
本
と
し
て
の
み
通
用
す
る
。
こ
こ
に
前
者
に

お
い
て
は
プ
ラ
ス
の
、
後
者
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
差
が
生
ず
る
。
し
か
し
社
会
全
体
の
各
個
の
商

品
の
個
別
的
価
値
の
総
量
は
そ
の
社
会
的
価
値
の
総
量
と
一
致
し
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
は
相
殺
さ
れ
る
。
か
か
る
関
係
に
お
い
て
社
会

全
体
ど
し
て
み
れ
ば
個
別
的
価
値
は
社
会
的
価
値
の
必
須
の
構
成
部
分
で
あ
り
、
個
別
的
価
値
を
離
れ
て
社
会
的
価
値
は
そ
も
そ
も
成
立

「
差
額
地
代
「
の
基
本
的
考
察

四
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し
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
反
面
こ
の
よ
う
に
そ
の
成
立
の
根
拠
を
個
別
的
価
値
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
価
値
が
、
今
度
は

逆
に
個
別
的
価
値
に
対
し
て
唯
一
の
現
実
的
社
会
的
尺
度
と
し
て
個
別
的
価
値
の
社
会
的
大
き
さ
を
規
定
し
、
各
個
の
商
品
の
個
別
的
価

値
を
し
て
現
実
的
価
値
た
ら
し
め
る
と
い
う
役
割
を
果
す
。

即
ち
需
給
の
一
致
を
前
提
と
し
、
諸
商
品
が
|
|
従
っ
て
労
働
力
も
ー
ー
そ
の
価
値
通
り
に
販
売
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
価
値

を
論
じ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
商
品
を
生
産
す
る
私
的
個
別
的
労
働
時
間
は
そ
の
全
体
が
社
会
的
使
用
価
値
を
生

産
す
る
に
必
妥
な
労
働
時
間
を
構
成
す
る
の
で
あ
り
、

い
か
な
る
私
的
個
別
的
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
時
間
も
か
か
る
意
味
に
お
い

て
価
値
形
成
的
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
個
別
酌
価
値
と
社
会
前
価
値
と
の
以
上
の
関
連
は
、
そ
れ
故
人
間
生
帯
の
為
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
的

形
態
に
共
通
の
自
然
法
則
た
る
生
産
H
労
働
行
為
が
、
社
会
的
労
働
の
連
関
が
私
的
生
産
物
の
私
的
交
換
と
し
て
現
わ
れ
る
荷
品
生
産
社

会
に
お
い
て
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
必
然
的
あ
り
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
3
〉
当
面
の
理
論
的
考
察
に
お
い
て
、
ま
ず
第
一
に
生
産
さ
れ
た
総
商
品
量
の
す
べ
て
に
市
場
に
お
け
る
需
要
が
存
在
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
各
々
個
別
的
価
値
を
有
す
る
各
商
品
が
そ
の
社
会
的
価
値
に
て
販
売
さ
れ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
か
か
る
仮
定
が
現
実
に
は
存
在
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
の
は
一
体
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
「
一
商
品
が
市
場
価
値
で
|
|
す
な

わ
ち
そ
の
商
品
に
含
ま
れ
ろ
社
会
的
必
要
労
働
に
比
例
し
て

l
l販
売
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
商
品
種
類
の
総
量
に
費
さ
れ
る
社
会
的
労
働
の
総
量

が
、
こ
の
商
品
に
対
す
る
社
会
的
慾
望
す
な
わ
ち
支
払
能
力
あ
る
社
会
的
慾
望
の
量
に
照
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
一
一
一
九

頁
、
訳
仙
川

l
二
八
七
頁
)
「
、
と
こ
ろ
が
二
方
で
は
、
あ
る
社
会
的
財
貨
に
費
さ
れ
る
社
会
的
労
働
の
総
一
分
量
、
す
な
わ
ち
社
会
が
そ
の
総
労
働
力
の
う
ち

こ
の
財
貨
の
生
産
に
費
す
可
除
部
分
、
つ
ま
り
こ
の
財
賓
の
生
産
が
総
生
産
中
で
占
め
る
範
囲
と
、
他
方
で
は
、
社
会
が
こ
の
一
定
の
財
貨
に
よ
っ
て

充
た
さ
れ
る
慾
望
の
充
足
を
要
求
す
る
範
囲
と
の
問
に
ほ
、
必
然
的
関
連
は
な
く
偶
然
的
な
関
連
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
」
(
向
上
一
一
一
一
三
頁
、
訳

ω
l

二
七
九

l
八
O
頁
)
こ
こ
に
矛
盾
が
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
も
の
こ
そ
競
争
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
、
「
競
争
は
、
市
場
価
格

の
動
揺
は
、
ー
l
こ
れ
は
需
要
供
給
の
比
率
の
動
揺
に
照
応
す
る
、
ー
ー
た
え
ず
、
各
商
品
種
類
に
費
さ
れ
る
労
働
の
給
量
を
右
の
程
度
ハ
支
払
能
力

あ
る
組
会
的
慾
望
の
総
旦
一
旦
:
:
:
引
用
者
)
に
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
」
(
向
上
一
二
九
頁
、
訳

ω
l二
人
七
頁
)
却
も
矛
盾
は
競
争
に
よ
る
価
格
の
変



動
と
い
う
運
動
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
あ
る
商
品
種
類
に
賛
さ
れ
た
社
会
的
労
働
の
総
量
」
と
「
支
払
能
力
あ
る
社
会
的

欲
望
の
総
量
」
は
、
社
会
全
体
の
見
地
か
ら
長
期
的
に
観
察
す
れ
ば
一
致
す
る
。
と
い
っ
て
も
「
過
ぎ
去
っ
た
運
動
の
平
均
と
し
て
の
み
、
そ
れ
ら
の

矛
盾
の
た
え
ざ
る
運
動
と
し
て
の
み
、
一
致
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
現
実
に
お
い
て
は
「
あ
る
商
品
種
類
に
費
さ
れ
た
社
会
的
労
働
の
総
量
一
」

と
「
支
払
能
力
あ
る
社
会
的
欲
望
の
総
量
」
と
は
た
え
ず
ア
ジ
パ
ラ
シ
ス
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
各
個
の
商
品
が
た
え
ず
そ
の
社
会
的
価
値

以
上
、
あ
る
い
は
以
下
で
販
売
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
的
に
は
「
あ
る
商
品
種
類
に
費
さ
れ
た
社
会
的
労
働
の
総
且
一
塁
」
と
「
支
払
能
力

あ
る
社
会
的
欲
望
の
総
且
一
旦
」
と
が
一
致
し
て
お
り
、
各
個
の
商
品
が
そ
の
社
会
的
価
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
同
一
生
産
部
門
の
個
別
的
価
値
の
総
計
と
社
会
的
価
値
の
総
計
と
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
同
じ
こ
と
の
別
な
表
現

で
あ
る
が
、
各
々
異
な
っ
て
い
る
個
別
的
価
値
を
有
す
る
諸
商
品
が
同
一
の
社
会
的
価
値
で
販
売
さ
れ
る
と
い
う
法
則
は
、
単
な
る
数
量
的
一
致
で
は

な
く
、
商
品
生
産
社
会
に
お
け
る
人
間
生
存
の
た
め
の
諸
商
品
の
交
換
、
即
ち
彼
ら
の
労
働
の
交
換
と
い
う
不
可
欠
の
自
然
的
行
為
が
、
社
会
的
分
業

t

の
基
礎
上
に
お
け
る
生
産
手
段
の
私
有
社
会
に
お
い
て
、
多
く
の
諸
動
揺
を
通
じ
て
事
後
的
に
、
傾
向
的
に
貫
徹
さ
れ
る
法
則
を
思
惟
の
抽
象
力
に
よ

り
も
っ
と
も
純
粋
に
、
も
っ
と
も
抽
象
的
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
点
を
た
だ
数
量
的
に
と
ら
え
て
、
い
わ

ゆ
る
「
平
均
原
理
」
と
し
て
そ
の
数
量
的
な
面
に
お
い
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
農
業
生
産
部
門
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

「
限
界
原
理
」
な
る
も
の
と
、
工
業
生
産
部
門
に
お
け
る
「
平
均
原
理
」
と
の
矛
盾
説
を
考
察
す
る
場
合
に
重
要
な
意
義
含
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
関
係
は
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
に
お
い
て
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
問
題
と
し
て
よ
り

現
実
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
第
一
巻
第
一
章
に
お
い
て
価
値
を
形
成
す
る
労
働
そ
の
も
の
の
買
を
規
定
す
る
た
め
に

「
生
産
諸
条
件
」
は
「
社
会
的
・
標
準
的
」
と
前
提
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
三
巻
第
十
章
で
は
第
一
巻
第
一
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

社
会
的
平
均
的
労
働
力
、
種
々
の
異
質
の
個
別
的
労
働
か
ら
成
立
せ
る
等
質
の
平
均
的
労
働
を
前
提
と
し
、
今
度
は
「
異
な
っ
た
生
産
諸

条
件
」
を
有
す
る
各
個
別
企
業
の
資
本
家
の
競
争
に
よ
る
個
別
的
価
値
の
平
均
価
値
へ
の
還
元
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
「
組
合
せ
」

の
問
題
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
同
一
生
産
物
を
生
産
す
る
あ
る
産
業
部
門
に
お
け
る
諸
企
業
の
生
産
諸
条
件
が
相
異
な
っ
て

い
る
と
し
、
今
こ
れ
を
上
位
、
中
位
、
下
位
に
大
別
す
れ
ば
、
こ
の
生
産
物
の
大
量
を
な
す
商
品
が
い
か
な
る
生
産
諸
条
件
の
企
業
に
よ

「
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っ
て
生
産
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
市
場
価
値
は
決
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
上
位
の
諸
条
件
の
企
業
、
従
っ
て
上
位
生
産
力
の
企
業
の
生
産
物

が
中
位
及
び
下
位
の
企
業
の
生
産
物
に
比
し
て
大
量
な
る
場
合
に
は
、
市
場
価
値
は
上
位
生
産
力
の
企
業
の
個
別
的
価
値
に
近
く
決
定
せ

ら
れ
る
。
中
位
の
企
業
の
生
産
物
が
大
な
る
場
合
に
は
中
位
の
企
業
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
近
く
決
定
せ
ら
れ
、
下
位
の
場
合
も
同

様
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
い
え
ば
市
場
価
値
は
上
位
、
中
位
、
下
位
の
生
産
物
の
総
和
の
平
均
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

「市

場
価
値
は
、

一
面
で
は
、
あ
る
部
面
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
平
均
価
値
と
看
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
そ
の
部
面
の
平
均
的

組
合
せ
の
も
と
で
の
み
、

諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
て
そ
の
部
面
の
生
産
物
の
大
量
を
な
す
商
品
の
個
別
的
価
値
と
看
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
異
常
な

最
悪
の
条
件
下
ま
た
は
最
良
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
」

ハ
『
資
本
論
』
第
三
巻

二
O
三
頁
、
訳
ゆ
l
二
六
七
l
八
頁
)

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
事
態
を
最
も
容
易
に
叙
述
」

し
て
、
さ
し
あ
た
り
一
つ
の

生
産
部
門
の
商
品
大
量
の
全
体
を
一
つ
の
商
品
と
み
て
、
多
数
の
同
一
諸
商
品
の
諸
価
格
の
総
額
を
一
つ
の
価
格
に
合
計
さ
れ
た
も
の
と

み
れ
ば
、

「
そ
の
場
合
に
は
、

個
々
の
商
品
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
、

い
ま
や
文
字
ど
お
り
に
、

市
場
に
あ
る
一
定
生
産
部
門
の

商
品
大
量
に
当
て
は
ま
る
。
商
品
の
個
別
的
価
値
は
社
会
的
価
値
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

い
ま
や
、
総
分
量
は
そ
の
生
産
に
必
要

こ
の
大
量
の
価
値
は
市
場
価
値
に
等
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、

l
lあ
る
い
は
一
歩
す
す
ん
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
」
ハ
向
上
二
O
七
l
八
頁
、
訳
倒
よ
石
三
頁
)
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
第
一
巻
第
一

な
社
会
的
労
働
を
含
む
と
い
う
、

お
よ
び
、

現
実
化
さ
れ
て
い
る
、

章
の
段
階
に
お
け
る
個
々
の
商
品
の
価
値
に
と
っ
て
妥
当
す
る
諸
条
件
が
、
こ
の
第
三
巻
第
十
章
で
は
あ
る
商
品
種
類
の
総
額
の
価
値
に

と
っ
て
の
諸
条
件
と
し
て
再
生
産
さ
れ
、
従
っ
て
第
一
巻
第
一
章
の
価
値
規
定
に
お
け
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
は
「
商
品
大
量
」

に
つ
い
て
の
市
場
価
値
規
定
に
お
い
て
よ
り
現
実
的
な
高
い
段
階
に
お
け
る
規
定
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
う
る
。
か
く

て
一
商
品
の
市
場
価
値
は
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
生
産
部
門
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
商
品
の
総
量
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
時
間



の
総
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
個
々
の
商
品
の
個
別
的
価
値
即
ち
そ
の
個
々
の
商
品
の
た
め
に
そ
れ
の
特
別
な
生
産
者
と
売
手
が
費
し
た

労
働
時
間
に
よ
っ
て
は
決
定
さ
れ
な
い
。
こ
の
個
別
的
価
値
の
市
場
価
値
へ
の
還
元
は
何
よ
り
も
同
一
生
産
部
面
内
の
資
本
家
間
の
競
争

に
よ
る
。
し
か
し
競
争
は
一
生
産
部
面
で
諸
商
品
の
相
異
な
る
個
別
的
諸
価
値
か
ら
一
つ
の
同
等
な
市
場
価
値
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
停

止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
資
本
制
生
産
様
式
の
い
っ
そ
う
高
度
な
発
展
に
伴
い
、
相
異
な
る
諸
部
面
に
お
け
る
諸
資
本
の
競
争
は
相
異
な

ず
歴
史
的
に
も
生
産
価
格
の
先
行
者
と
看
な
す
こ
と
は
、

る
諸
部
面
聞
の
資
本
の
利
潤
率
を
同
等
に
す
る
生
産
価
格
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
商
品
の
価
値
を
理
論
的
に
の
み
な
ら

ザ

ツ

ハ

ゲ

ま
っ
た
く
事
態
適
応
的
で
あ
る
。
」
ハ
同
上
二

O
二
一
貝
、
訳
仰
l
三
六
六
頁
)
と
述
べ

て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
資
本
の
目
的
は
利
潤
の
獲
得
に
あ
る
以
上
、
競
争
を
行
な
う
資
本
家
に
と
っ
て
の
直
接
的
関
心
事
は
彼
ら
の

投
下
資
本
に
対
し
て
い
く
ば
く
の
利
潤
が
手
に
入
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
諸
商
品
が
価
値
通
り
で
販
売
さ
れ
る
な
ら
ば
、

相
異
な
る
生
産
部
面
で
は
そ
こ
に
投
下
さ
れ
る
資
本
集
団
の
有
機
的
構
成
が
異
な
る
に
応
じ
て
甚
し
く
相
異
な
る
利
潤
率
が
成
立
す
る
。

こ
の
た
め
資
本
は
利
潤
率
の
低
い
部
面
か
ら
去
っ
て
高
い
利
潤
率
を
生
ず
る
他
の
部
面
へ
移
る
。
こ
の
異
種
生
産
部
面
間
に
お
け
る
諸
資

本
の
競
争
の
結
果
、
商
品
価
値
を
費
用
価
格
プ
ラ
ス
平
均
利
潤
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
産
価
格
へ
転
化
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
需
給
聞
の
比
率
が

つ
く
り
出
さ
れ
る
。
い
ま
や
第
一
巻
第
一
篇
に
お
い
て
価
格
が
価
値
を
中
心
と
し
て
変
動
し
た
の
に
対
し
、
第
三
巻
第
十
章
に
お
い
て
は

市
場
価
格
は
生
産
価
格
を
中
心
と
し
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
一
生
産
部
面
内
の
各
個
別
資
本
家
は
自
己
の
個
別
的
生
産
価
格

と
市
場
生
産
価
格
と
の
差
額
を
超
過
利
潤
と
し
叱
入
手
す
る
。
こ
れ
は
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
差
額
が
特
別
剰
余
価
値
で
あ
っ

た
こ
と
の
生
産
価
格
段
階
に
お
け
る
発
展
で
あ
り
、
生
産
部
面
聞
に
お
け
る
平
均
利
潤
の
成
立
に
よ
り
特
別
剰
余
価
値
は
超
過
利
潤
に
転

〈

4
)

化
す
る
。

ハ
4
)

マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
』
第
一
巻
第
六
篇
第
十
章
に
お
い
て
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
差
額
が
特
別
剰
余
価
値
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五

る
。
従
っ
て
そ
の
場
合
の
社
会
的
価
値
は
最
良
の
条
件
を
有
す
る
企
業
の
特
別
剰
余
価
値
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
こ
と
は
市
場
価
値
及
び

さ
ら
に
は
一
般
的
生
産
価
格
ハ
市
場
生
産
価
格
)
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
即
ち
「
市
場
価
値
(
そ
し
て
市
場
価
値
に
つ
い
て
述
べ
た
一
切
は
、

必
要
な
限
定
を
加
え
れ
ば
生
産
価
格
に
も
当
て
は
ま
る
)
は
、
各
特
殊
的
生
産
部
面
で
最
良
の
条
件
の
も
と
で
生
産
す
る
人
々
の
超
過
利
潤
を
含
む
」

(
『
資
本
論
』
第
三
巻
二
二
五
頁
、
訳
倒
l
二
九
五
頁
)
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
あ
る
特
定
商
品
の
市
場
価
値
ハ
ま
た
は
一
般
的
生
産
価
格
)
が
い
か
に
し

て
決
定
さ
れ
る
か
は
、
市
場
価
値
(
ま
た
は
一
般
的
生
産
価
格
)
と
個
別
的
価
値
(
ま
た
は
個
別
的
生
産
価
格
)
と
の
差
額
た
る
超
過
利
潤
の
量
的
大

小
を
直
接
規
定
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
資
本
の
自
由
競
争
が
何
ら
の
障
害
に
も
出
合
わ
な
い
産
業
部
門
に
お
い
て
は
、
同
一
商
品

の
個
別
的
価
値
ハ
ま
た
は
個
別
的
生
産
価
格
)
の
総
計
は
そ
の
社
会
的
価
値
(
ま
た
は
一
般
的
生
産
価
格
)
の
総
計
と
一
致
し
、
例
外
的
に
高
い
生
産

力
を
有
す
る
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
的
価
値
ハ
ま
た
は
個
別
的
生
産
価
格
)
は
市
場
価
値
ハ
ま
た
は
一
般
的
生
産
価
格
)
以
下
で
あ

り
、
例
外
的
に
低
い
生
産
力
を
有
す
る
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
的
価
値
ハ
ま
た
は
個
別
的
生
産
価
格
)
は
市
場
価
値
ハ
ま
た
は
一
般

的
生
産
価
格
)
以
上
で
あ
り
、
か
く
て
前
者
は
特
別
剰
余
価
値
ハ
超
過
利
潤
)
を
獲
得
し
、
後
者
は
剰
余
価
値
の
一
部
分
を
実
現
し
え
な
く
な
る
。
従

つ
で
あ
る
商
品
の
市
場
価
値
の
大
き
さ
が
い
か
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
は
重
大
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
と
「
限
界

原
理
」
の
矛
盾
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
の
源
泉
問
題
」
も
、
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
(
ま
た
は
一
般
的
市
場
生
産
価
格
)
が

い
か
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
か
っ
そ
れ
に
よ
り
発
生
す
る
超
過
利
潤
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
、

工
業
に
お
け
る
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
た
る
超
過
利
潤
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
右
の
ご

と
き
工
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
に
対
し
、
当
面
考
察
の
対
象
で
あ
る
差
額
地
代
た
る
べ
き
超
過
利
潤
の
特
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。ま

ず
問
題
を
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
三
十
九
章
に
お
け
る
「
表
一
」
に
よ
り
み
で
み
よ
う
。

こ
の
「
表
一
」
は
最
劣
等
地

A
か
ら
最
優
等
地
D
に
至
る
四
等
級
の
土
地
に
同
等
分
量
の
資
本
及
び
労
働
が
充
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

A
に
比
し

B
で
一
、

C
で
二
、

D
で
三
ク
オ

1
タ
ー
の
よ
り
多
く
の
生
産
物
が
収
穫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

B
、

c、
D
な
る
各
農
業
経
営
は
土
地
的
条
ド
l
こ
こ
で
は
位
置
は
捨
象
さ
れ
豊
度
の
み
|
以
外
の
資
本
の
自
由
に
し
う
る
生

か
も

A
、



産
諸
条
件
に
お
い
て
は
各
等
級
地
で
全
く
同
一
で
あ
り
、
標
準
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
け
る
労
働
力
も
平
均
労
働
力
が
充
用
さ
れ
て

:
了
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(
『
減
斗
パ
罫
』
抽
掛
川
北
ゆ

1
C
O
刊
河
J

部
室
i
沙

l
h
f刷
用
)

い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
5
)

い
わ
ゆ
る
生
産
諸
条
件
除
、
こ
れ
を
資
本
が
自
由
に
創
造
し
、
も
し
く
は
無
償
で
白
向
に
利
用
し
う
る
諸
条
件
と
、
資
本
の
自
由
に
創
造
し
利
用

し
え
な
い
有
限
な
狼
占
し
う
る
自
然
諸
条
件
と
に
大
別
し
う
る
で
占
の
ろ
う
。

硲
正
夫
氏
は
前
者
を
資
木
的
条
件
ハ
あ
る
い
は
経
営
的
条
件
)
と
名
づ
け
、
後
者
を
土
地
的
条
件
と
名
づ
け
て
い
る
。
即
ち
氏
は
一
マ
一
口
う
。
「
な
お
い
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
最
劣
等
な
る
生
産
諸
条
件
と
は
、
厳
密
に
は
『
最
ー
劣
等
の
、
即
ち
何
ら
の
地
代
を
も
も
た
ら
さ
ざ
る
土
地
』
の

意
味
で
あ
っ
て
、
い
は
ば
一
土
地
的
条
件
の
意
で
あ
る
。
ひ
ろ
く
生
産
諸
条
件
と
い
う
と
き
に
は
、
資
本
か
ら
独
立
せ
る
も
の
と
し
て
の
土
地
的
条
件
の

ほ
か
に
、
資
本
自
ら
が
造
り
出
し
こ
れ
に
従
属
す
る
諸
々
の
経
営
的
諸
条
件
を
も
含
み
フ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
農
産
仰
の
場
令
に
も
、
土
地
的

諸
条
件
と
経
営
的
諸
条
件
と
が
い
ろ
い
ろ
な
仕
方
で
結
合
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
最
劣
等
地
に
お
け
る
農
業
生
産
も
種
々
な
る
程
度
に
お
け

る
、
し
た
が
っ
て
わ
ト
優
良
な
経
営
的
条
件
を
も
ち
う
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
経
営
上
の
諸
条
件
の
優
劣
の
差
異
は
、
人
為
的
経
過
的
性
質
な

五

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五
四

も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
的
ー
に
は
地
代
と
ほ
無
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
面
の
崎
題
に
つ
い
て
い
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
経
営
的
諸
条
件
の
差
異
は
、
ζ

れ

そ
拾
象
す
べ
き
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
れ
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
と
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
問
題
は
た
だ
土
地
的
諸
条
件
の
磐
田
県
に
の
み
限
定
さ
れ

る
べ
き
で
為
る
。
し
か
ら
ば
こ
と
に
い
う
土
地
的
諸
条
件
と
は
何
か
。
長
一
ι
題
地
代
に
関
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
『
相
等
し
い
面
積
の
種
々
な
る
土
地

に
究
崩
せ
ら
れ
た
る
等
し
い
大
き
さ
の
資
本
か
ら
生
ず
る
不
等
の
詰
結
果
』
が
問
題
で
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
不
等
な
諸
結
果
を
生
、
辻
し
む
る
、
一
般
的
な
、

資
本
(
す
な
わ
ら
経
営
的
諸
条
件
)
か
ら
独
立
せ
る
原
因
と
し
て
は
、
土
地
の
自
然
的
最
能
性
と
位
置
と
が
あ
げ
ら
れ
う
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
、
後

者
を
考
慮
外
に
お
き
、
前
者
の
み
を
と
り
わ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
土
地
的
条
件
と
は
、
ひ
と
ま
ず
土
地
の
自
然
的
豊
観
性
の
こ
と
で
あ
る
o
」

(
『
日
本
農
業
の
諸
問
題
』
三
一

O
七
頁
)
硲
氏
と
同
様
に
と
の
小
稿
も
ま
た
以
下
土
地
的
条
件
と
資
本
的
条
件
な
る
記
聞
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で

A
、

B
、

c、
D
に
お
け
る
収
穫
の
差
は
土
地
的
条
件
〈
こ
の
表
で
は
是
度
)
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、

て
は
、
三
六

O
シ
ロ
ン
グ
の
差
額
地
代
部
分
は
全
く
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
に
基
づ
く
例
外
的
生
産
力
の
結
果
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
表
に
お
い

枠
連
隅
河
一
汁
長
岡
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B
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c、
D
が
A
と
豊
一
度
に
お
い
て
同
一
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
は
す
べ
て
一
ク
オ

l
タ
ー
を
生
産
す
る
の
み
で
あ
る
。
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っ
て
右
の
マ
ル
ク
ス
の
表
に
よ
り
気
づ
く
こ
と
は
、

一
ク
オ

l
タ
!
の
小
去
の
市
場
価
伺
が
資
木
的
条
件
の
捨
象
さ
れ
た
土
地
的
条
件
に

よ
っ
て
の
み
戚
卒
せ
レ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
最
劣
等
地
の
土
地
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す



る
と
い
う
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
資
本
的
条
件
の
社
会
的
標
準
的
な
農
業
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
個
別
的
価
値

が
市
場
価
値
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
宜
ち
に
判
る
こ
と
で
あ
る
が
、
農
業
部
門
と
工
業

部
門
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
の
差
異
と
い
う
こ
の
問
題
は
、
独
占
さ
れ
得
る
自
然
力
で
あ
る
土
地
的
条
件
に
関
し
て
発
生
し
て
い
る
l

と
は
い
え
自
然
力
そ
れ
自
体
は
何
ら
超
過
利
潤
の
源
泉
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
超
過
利
潤
の
自
然
的
基
礎
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
ー
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
各
種
の
土
地
の
単
位
面
積
へ
の
資
本
投
下
は
、

「
与
え
ら
れ
た
生
産
条
件
の
も
と
で
標
準
的
と
看
な
さ
れ
る

一
定
の
資
本
が
充
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」

戸
『
資
本
論
』
第
一
一
一
巻
七
五
七
頁
、
訳
倒

l
九
九
五

l
六
頁
)
の
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
の
本
質
の
究
明
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
「
同
等
面
震
の
相
異
な
る
地
所
に
充
用
さ
れ
た
、
同
等
分
量
の
資
本
の
不

等
な
収
穫
」
(
同
上
七
O
O真
、
訳
帥
l
九
一
五
頁
)
を
問
題
に

L
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
二
形
態
に
あ
っ
て
も
第
一
形
態
と
全
く
同

様
で
あ
っ
て
追
加
投
資
の
資
本
的
条
件
は
や
は
り
社
会
的
標
準
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
形
態
の
場
合
諸
土
地
種

類
間
の
由
児
童
館
度
の
差
は
、
そ
れ
ら
の
諸
土
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
が
、
そ
れ
ら
資
本
の
同
等
な
大
き
さ
に
つ
い
て
み
て
も
、
あ
る
い
は
そ

の
諸
資
本
の
比
率
的
大
き
さ
に
つ
い
て
み
て
も
、
不
等
な
生
産
物
を
も
た
ら
す
点
に
一
ボ
さ
れ
・
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
形
態
の
場
合
に

は
同
様
の
こ
と
が
た
だ
相
異
な
る
土
地
に
投
下
さ
れ
て
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
同
一
の
地
所
に
継
起
的
に
投
下
さ
れ
た
相
異
な
る
諾
資
本

の
生
産
物
の
差
と
し
て
生
じ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

「
こ
う
し
た
不
等
を
生
、
ず
る
の
が
、
同
じ
地
所
に
継
起
的
に
投
下
さ
れ
て
い

る
相
異
な
る
諸
資
本
に
と
っ
て
で
あ
る
か
、
相
異
な
る
土
地
種
類
か
ら
な
る
幾
多
の
地
所
に
使
用
さ
れ
た
相
異
な
る
諸
資
本
に
と
っ
て
で

よ
り
多
産
的
に
投
下
さ
れ
た
資
本
諸
部
分
に
と
っ
て
の

差
額
地
代
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
区
別
た
り
え
な
い
。
同
等
な
資
本
投
下
の
も
と
で
相
異
な
る
豊
能
度
を
示
す
の
は
相
変
ら
ず
土

地
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
ー
で
は
相
異
な
る
諸
土
地
種
類
が
、
そ
れ
ら
に
投
下
さ
れ
た
・
社
会
的
資
本
の
相
異
な
る
同
等
量
の
諸
部
分
の
た

あ
る
か
は
、
豊
躍
度
ま
た
は
そ
の
生
産
物
の
差
等
に
つ
い
て
は
、

し
た
が
っ
て
、

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五
五
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の
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的
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六

め
に
為
す
こ
と
を
、
こ
こ
〔

E
〕
で
は
同
じ
土
地
が
、
相
異
な
る
諸
部
分
を
な
し
て
継
起
的
に
投
下
さ
れ
た
一
資
本
の
た
め
に
為
す
、

と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
」
(
向
上
七
二
八
頁
、
訳
ω
l九
五
四
頁
)

さ
て
い
ま
右
の
点
を
落
流
利
用
工
場
を
含
む
生
産
部
面
と
本
格
的
農
業
生
産
部
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
前
者
に
お
い
て
も
後
者
に

お
い
て
も
資
本
的
条
件
は
社
会
的
標
準
的
で
あ
り
、

か
つ
土
地
的
条
件
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
こ
ろ
で
市
場
生
産
価
格
が
き
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
落
流
利
用
工
場
を
含
む
生
産
部
面
に
お
け
る
落
流
利
用
工
場
以
外
の
蒸
気
利
用
工
場
に
あ
っ
て
は
、
現
実
に
は

そ
れ
ら
の
資
本
の
有
機
的
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
こ
で
の
商
品
の
市
場
生
産
価
格
は
落
流
利
用
工
場

を
除
い
た
多
数
の
蒸
気
利
用
工
場
の
な
か
に
お
け
る
社
会
的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
の
下
で
、
か
つ
平
均
労
働
力
の
充
用
に
よ
り
生
産
さ

れ
た
商
品
の
個
別
的
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
市
場
生
産
価
格
と
落
流
利
用
工
場
の
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額

が
差
額
地
代
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
格
的
農
業
の
場
合
に
お
け
る
相
対
的
に
豊
度
の
ゼ
ロ
な
最
劣
等
地
の
経
営
が
資
本
的
条
件
に
・
お
い
て

社
会
的
標
準
的
で
あ
る

l
l実
際
は
最
劣
等
地
に
お
い
て
も
資
本
的
条
件
の
優
劣
は
あ
ろ
う
が
、
差
額
地
代
の
木
質
を
明
ら
か
に
す
る
と

い
う
理
論
の
こ
の
段
階
で
は
そ
れ
ら
は
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
ー
ー
と
い
う
こ
と
は
、
蒸
気
利
用
工
場
の
資
木
の
生

産
諸
条
件
の
社
会
的
標
準
の
下
で
そ
の
商
品
の
市
場
生
産
価
格
が
き
ま
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
関
係
に
あ
る
。
た
だ
前
者
で
は
一
閏
の
圧

倒
的
多
数
が
蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
運
転
せ
ら
れ
、
悼
の
る
少
数
の
も
の
だ
け
が
自
然
の
落
流
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
農
業
生
産

部
面
に
あ
っ
て
は
最
劣
等
地
を
除
く
す
べ
て
の
企
業
が
土
地
的
条
件
と
し
て
の
豊
度
1

1

つ
ま
り
落
流
に
あ
た
る
も
の
ー
ー
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
あ
る
。
い
わ
ば
最
劣
等
地
を
除
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
落
流
を
利
用
し
て
い
る
が
如
き
関
係
に
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
お
い
て
市
場
価
格
を
規
定
す
る
も
の
は
最
劣
等
地
に
お
け
る
個
別
的
生
産
価
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
落
流
利
用

生
産
部
面
に
あ
っ
て
は
、

一
般
的
生
産
価
格
は
落
流
利
用
企
業
を
除
外
し
た
一
そ
の
生
産
部
面
内
の
他
の
一
切
の
蒸
気
利
用
企
業
に
お
い
て



，
成
立
す
る
一
般
的
生
産
価
格
l
!
l
こ
の
生
産
部
面
に
お
け
る
す
べ
て
の
蒸
気
利
用
工
場
の
平
均
的
費
用
価
格
プ
ラ
ス
一
切
の
異
種
産
業
部

面
聞
の
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
平
均
利
潤
ー
ー
が
、
本
格
的
農
業
に
あ
っ
て
は
最
劣
等
地
に
お
け
る
費
用
価
格
プ
ラ
ス
平
均
利
e

潤
と
し
て
現
わ
れ
、

ま
た
落
流
利
用
工
場
に
お
け
る
個
別
的
生
産
価
格
の
低
下
は
優
等
地
に
お
け
る
豊
度
に
基
づ
く
伺
別
的
生
産
価
格
の

低
下
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
り
、

た
だ
落
流
の
倒
に
あ
っ
て
は
落
流
利
用
工
場
が
ほ
ん
の
一
部
の
企
業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本

格
的
農
業
に
あ
っ
て
は
最
劣
等
地
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
最
劣
等
地
の
経
営
(
蒸
気
利
用
工
場
に
相
当
す
る
)
に
〈
ら
ベ
、
相
対
的
に

豊
度
(
落
流
に
相
当
す
る
)
に
よ
る
生
産
性
が
大
で
あ
る
の
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
落
流
利
用
工
場
の
商
品
の
個
別

的
生
産
価
格
と
蒸
気
利
用
工
場
で
成
立
す
る
市
場
生
産
価
格
と
の
差
と
、
最
劣
等
地
を
除
く
す
べ
て
の
優
等
地
の
商
品
の
個
別
的
生
産
価

格
と
最
劣
等
地
で
成
立
す
る
個
別
的
生
産
価
格
H
市
場
生
産
価
格
と
の
差
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
マ
ル

ク
ス
が
落
流
の
例
に
よ
り
差
額
地
代
の
一
般
的
概
念
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
結
論
的
に
要
約
し
た
以
下
の
五
点
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

本
格
的
農
業
に
お
け
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
も
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

1. 

独
占
し
う
べ
き
自
然
カ
を
支
面
し
て
い
る
個
別
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
よ
り
生
ず
る
こ
の
地
代

は、
a

常
に
差
額
地
代
で
あ
り
、
こ
の
差
額
は
商
品
の
一
般
的
生
産
価
格
の
う
ち
へ
規
定
的
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
く
、

一
般
的
生
産
価
格

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
り

2. 

こ
の
地
代
は
充
用
資
本
の
・
ま
た
は
充
用
資
本
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
労
働
の
・
生
産
力
の
絶
対
的
増
大
か
ら
発
生
す
る
の
で
は

一
生
産
部
面
に
投
下
さ
れ
た
一
定
の
個
別
的
諸
資
本
が
有
す
る
例
外
的
・
自
然
生
的
な
好
条
件
l

|
他
の
諸
資
本
は
こ
の
例
外
的
・

自
然
生
的
生
産
力
上
の
好
条
件
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
|
十
に
基
づ
く
相
対
的
豊
能
度
か
ら
発
生
す
…
匂

な
く
、3. 

自
然
力
そ
れ
自
体
は
超
過
利
潤
の
源
泉
で
は
な
い
。
そ
れ
は
例
外
的
に
高
い
労
働
生
産
力
の
自
然
的
基
礎
で
あ
る
と
い
う
と
と
に

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五
七
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本
的
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察

五
八

よ
り
、
超
過
利
潤
の
自
然
的
基
礎
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。

4. 

土
地
所
右
は
こ
の
超
過
利
潤
創
造
の
原
因
で
は
な
く
、
こ
の
超
過
利
潤
の
地
代
形
態
へ
の
転
形
の
原
因
で
あ
る
。

5. 

落
流
|
|
本
格
的
農
業
に
あ
っ
て
は
相
対
的
に
豊
能
な
諸
土
地

l
lは
対
象
化
さ
れ
た
何
ら
の
労
働
を
も
表
示
せ
ず
、
何
ら
の
価

ー
の
価
格
と
は
資
本
化
さ
れ
た
地
代
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
実

債
も
も
た
な
い
。
そ
れ
故
落
流
ー
ー
ま
た
は
相
対
的
に
豊
能
な
諸
土
地

在
的
な
経
済
的
関
係
を
潜
ま
せ
て
い
る
不
合
理
な
表
現
で
あ
る
。

そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
差
額
地
代
の
一
般
的
概
念
の
結
論
的
要
約
の
な
か
に
、

わ
れ
わ
れ
は
工
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
に
比
し
て
差
額

地
代
た
る
べ
き
超
過
剰
潤
の
特
質
が
明
一
目
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
6
〉
一
般
に
工
業
に
お
い

τは
資
本
の
生
産
力
の
絶
対
的
低
下
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
超
過
利
潤
宏
考
え
る
と
と
は
で
き
な
い
。
(
需
給
の
極
端
な
場

合
と
い
う
偶
然
的
突
発
的
事
態
は
問
題
外
と
す
る
。
)
と
い
う
の
は
、
追
加
投
資
の
目
的
も
利
潤
の
獲
得
に
あ
る
以
上
、
よ
り
優
秀
な
生
産
手
段
、
改
善

さ
れ
た
技
術
の
採
用
に
よ
り
労
働
の
生
産
性
を
高
め
、
い
わ
ゆ
る
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
に
よ
り
超
過
利
潤
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
お
よ
そ
特
定
の
工
業
部
門
に
企
業
が
新
設
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
企
業
が
従
来
の
企
業
に
く
ら
べ
て
よ
り
劣
等
な
生
産
諸
条
件
で
登
場
す
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
工
業
生
産
部
門
に
あ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
企
業
の
も
つ
生
産
諸
条
件
、
技
術
水
準
宏
新
た
な
企
業
が
採
用
す

る
こ
と
を
阻
止
す
る
理
由
は
何
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
凪
止
す
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
な
ら
ば
、
新
た
な
企
業
の
設
立
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
既
存

の
企
業
の
増
設
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
資
本
の
自
由
競
争
の
も
と
に
あ
っ
て
は
追
加
投
資
が
託
米
の
企
業
の
生
産
性
左
下
回
る
必
然
性

は
何
も
な
い
。
従
っ
て
工
業
に
あ
っ
て
は
そ
の
部
面
の
社
会
的
標
準
的
以
上
の
生
産
性
の
高
い
企
業
が
利
潤
を
入
手
し
、
資
本
の
生
産
性
C
絶
対
的
低

下
か
ら
生
ず
る
超
過
利
潤
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
農
業
に
お
い
て
は
、
資
木
的
条
件
に
お
い
て
は
工
業
と
同
様
に
従
来
と
同
等
の
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
技
術
、
生
産
方
法
を
採
用
で
き
る
が
、
し
か
し
土
地
の
制
限
性
に
よ
り
豊
館
度
及
び
位
置
が
既
存
の
経
営
よ
り
も
優
れ
て
い
る
新

た
な
農
業
経
営
在
白
山
に
増
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
新
た
な
最
劣
等
の
土
地
経
営
の
出
現
(
差
額
地
代
第
一
形
態
)
並
び
に
一
杭
た
な
最

劣
等
の
生
産
性
わ
記
加
校
資
の
場
合

G
K顧
地
代
第
二
形
態
)
の
レ
ず
れ
に
お
い
て
も
、
何
ら
生
産
力
の
絶
対
的
増
大
に
基
づ
か
ず
、
差
額
地
代
た
る

べ
き
超
過
利
潤
を
増
大
さ
せ
る
乙
と
と
な
る
の
で
あ
る
。



工
業
に
お
け
る
「
平
均
原
理
」
と
農
業
に
お
け
る
「
限
界
原
理
」

以
上
み
た
ご
と
く
差
額
地
代
た
る
べ
き
超
過
利
潤
は
結
局
は
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
。
そ
し
て
落
流

利
用
工
場
及
び
優
等
地
の
単
位
生
産
物
量
の
個
別
的
生
産
価
格
は
常
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
面
の
一
般
的
生
産
価
格
と
く
ら
べ
て
低
廉
で

あ
り
、
そ
れ
は
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
を
そ
の
自
然
的
基
礎
と
す
る
例
外
的
生
産
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
独
占
さ
れ

う
る
自
然
力
た
る
土
地
的
条
件
に
基
づ
く
例
外
的
生
産
力
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
企
業
は
同
一
労
働
時
間

内
に
他
の
企
業
に
く
ら
べ
て
よ
り
多
く
の
商
品
を
生
産
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
資
本
的
条
件
に
よ
っ
て
発
生
す
る
例
外
的
生
産
力

と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
「
吾
々
が
労
働
の
生
産
力
の
増
大
と
い
う
の
は
、
こ
L

で
は
総
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
商
品
の
生
産

に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
が
短
縮
さ
れ
て
、
よ
り
小
量
の
労
働
が
よ
り
多
量
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
力
を
獲
得
す
る
よ
う
な
、
労

働
過
程
に
お
け
る
変
化
の
こ
と
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
第
一
巻
三
二
九
l
三
O
頁
、
訳
附
l
五
三
二

l
三
頁
)
か
ら
、
こ
の
労
働
の
生
産
力
の
増

大
の
原
因
が
資
本
的
条
件
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
は
土
地
的
条
件
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
の
生
産
力
が
増
大
す
る
と

「
あ
る
与
え
ら
れ
た
時
聞
に
つ
く
ら
れ
る
生
産
物
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
同
じ
労

い
う
結
果
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
何
ら
の
差
異
も
な
い
。

働
は
同
じ
価
値
を
も
た
ら
す
。
だ
が
:
:
:
こ
の
生
産
物
の
一
可
除
部
分
に
帰
属
す
る
価
値
部
分
は
、
労
働
の
量
が
与
え
ら
れ
て
お
れ
ば
専

ら
生
産
物
の
分
量
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
後
者
は
ま
た
、
所
与
量
の
労
働
の
大
い
さ
に
で
は
な
く
生
産
性
に
依
存
す
る
。
こ
の

生
産
性
が
自
然
に
起
因
す
る
か
社
会
に
起
因
す
る
か
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
。
」
(
向
上
第
三
巻
七
九
五
l
六
頁
、
訳
帥
l
一
O
五
四
頁
)

、
そ
こ
で
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
企
業
は
、
こ
の
生
産
力
が
自
然
条
件
に
起
因
す
る
か
社
会
条
件
に
起
因
す
る
か
を
問
わ
ず
、
同
一
時

間
内
に
よ
り
多
量
の
使
用
価
値
を
生
産
し
、
そ
の
単
位
当
り
の
商
品
に
含
ま
れ
て
い
る
個
別
的
価
値
が
小
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
り

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

五
九



「
差
額
地
代
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基
本
的
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察

六。

大
な
る
社
会
的
価
値
H
市
場
価
値
と
し
て
成
立
し
、
そ
こ
に
こ
の
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
差
額
と
し
て
超
過
利
潤
を
生
ず
る
c
し
か
し

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
白
然
条
件
は
さ
ら
に
独
占
し
う
る
有
限
な
自
然
条
件
す
な
わ
ち
土
地
的
条
件
と
、
独
占
さ
れ
え
な
い
無
限
の
自
然

カ
た
る
引
力
の
法
則
と
か
、
蒸
気
の
弾
性
と
か
の
自
然
力
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
な
る
自
然
条
件
は
新
た
な
企
業
が

い
つ
で
も
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
資
本
の
生
産
力
と
し
て
そ
の
自
然
力
を
い
つ
で
も
自
由
に
無
償
で
包
摂
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
自
由
に
資
本
に
包
摂
さ
れ
う
る
自
然
力
は
、
資
本
に
包
摂
さ
れ
る
資
本
の
生
産
力
と
し
て
資
本
的
条
件
そ
の
も

の
の
一
要
素
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
問
題
な
の
は
独
占
さ
れ
う
る
有
限
な
自
然
力
た
る
土
地
的
条
件
で
あ
る
。
し
か
も
か
か
る
自
然
力
に
基

づ
く
例
外
的
生
産
力
を
自
然
的
基
礎
と
す
る
点
で
、

工
業
生
産
部
門
に
お
け
る
超
過
利
潤
と
比
較
し
て
根
本
的
差
異
を
有
す
る
差
額
地
代

た
る
べ
き
超
過
利
潤
は
、
独
占
し
う
る
白
然
力
た
る
有
限
な
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
資
本
の
競
争
に
よ

り
一
般
化
さ
れ
え
ず
、
平
均
利
潤
の
形
成
に
も
参
加
し
な
い
。
け
れ
ど
も
「
一
定
の
生
産
部
面
に
お
け
る
資
本
が
何
ら
か
の
理
由
で
均
等

化
の
過
程
に
捲
き
こ
ま
れ
な
く
て
も
、
何
の
変
り
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
平
均
利
潤
は
、
社
会
資
本
の
う
ち
均
等
化
過
程
に

入
り
こ
む
部
分
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
己
(
同
上
一
九
九
頁
、
訳

ω
l二
六
二
頁
)
か
く
し
て
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
は
商
品

の
一
般
的
生
産
価
格
の
う
ち
へ
規
定
的
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
く
、

一
般
的
生
産
価
格
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
利
潤
は
常
に
独
占
化

さ
れ
た
自
然
力
を
自
由
に
し
て
い
る
個
別
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、
問
題
の
生
産
部
面
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
一
般
的
生
産
価

格
と
の
差
額
か
ら
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
土
地
生
産
部
門
に
あ
っ
て
は
こ
の
超
過
利
潤
部
分
だ
け
地
主
が
取
得
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
常
に
工
業
生
産
物
に
比
し
こ
の

超
過
利
潤
部
分
だ
け
高
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
工
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
と
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
の
差
、
す
な
わ
ち
「
工
業

に
お
い
て
は
超
過
剰
余
価
値
が
よ
り
廉
い
生
産
物
に
よ
っ
て
成
立
し
、
農
業
に
お
い
て
は
よ
り
高
い
生
産
物
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う



著
し
い
相
違
」
(
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
大
森
義
太
郎
訳
者
(
土
社
版
第
二
巻
第
一
部
一
六
二
頁
)

が
明
白
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
農
業
に
お
け

る
差
異
は
、
資
本
が
自
由
に
創
造
す
る
こ
と
も
、
無
償
で
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
「
種
々
の
土
地
種
類
の
自
然
的
豊
度
の

差
異
と
い
う
よ
う
な
堅
固
な
(
相
対
的
に
)
固
定
的
な
基
礎
に
も
と
づ
く
が
ゆ
え
に
、
固
定
化
さ
れ
る
」
(
マ
ル
ク
ス
・
エ
シ
グ
ル
メ
『
資
本

前
に
関
す
る
手
紙
』
筒
崎
次
郎
訳
上
巻

一
六
頁
〉
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
が
一
般
的
生
産
価
格
を
前
提
と
し
、

土
り
高
い
生
産
物
に
よ
っ
て
成
立
し
、

か
つ
工
業
に
く
ら

ベ
て
相
対
的
に
固
定
化
さ
れ
て
い
る
等
の
諸
点
は
、

い
ず
れ
も
資
本
制
生
産
様
式
が
最
業
生
産
部
門
を
と
ら
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が

工
業
生
産
部
門
と
は
異
な
る
独
自
性
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
農
業
が
工
業
と
何
ら
変
る
と
こ
ろ
が
な
い

な
ら
ば
、
右
の
諸
点
も
ま
た
当
然
存
在
し
な
い
。

「
現
存
人
口
と
資
本
と
に
対
し
て
原
始
的
に
存
在
し
、
実
際
的
に
は
無
限
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
更

に
ま
た
も
し
も
こ
の
土
地
の
『
大
部
分
』
が
円
未
だ
占
有
さ
れ
ず
』
そ
し
て
『
末
、
だ
所
有
さ
れ
て
い
な
い
』
が
故
に
『
耕
作
せ
ん
と
欲
す

マ
ル
ク
ス
は
肥
沃
豊
能
な
土
地
が

る
誰
も
が
手
に
入
れ
得
る
』
正
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
も
ち
ろ
ん
土
地
の
利
用
に
対
し
て
何
物
も
支
払
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

i也
代

は
会
く
支
払
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
土
地
が
単
に
資
本
と
人
口
と
に
対
し
て
相
対
的
に
無
限
な
る
の
み
な
ら
ず
事
実
的
に
無
限
な

る
要
素
で
あ
っ
て
、

『
無
制
限
の
量
に
お
い
て
も
存
在
す
る
』

『
空
気
や
水
』
の
よ
う
に
『
無
制
限
』
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
実
に
お
い

て
一
人
に
よ
る
土
地
の
所
有
は
他
の
一
人
に
よ
る
そ
れ
の
所
有
を
排
除
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
私
的
な
所
有
は
(
「
公
共
的
し
ま
た

は
国
家
的
な
そ
れ
も
ま
た
)
存
在
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
も
し
す
べ
て
の
土
地
が
ど
こ
で
も
同
じ
品
質
な
ら
ば
、

そ
れ
に
対
し
て
地
代
は
全
く
支
払
わ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
『
そ
の
位
置
が
特
殊
な
利

便
を
与
え
ら
れ
て
い
る
』
土
地
片
の
占
有
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
位
な
も
の
で
あ
る

U
Q剰
余
価
値
学
説
史
』
猪
俣
津
南
雄
訳
黄
土
社
版
第
二
巻

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

ム

ノ¥
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十

ノ¥

第
二
部
甘
凹

i
五
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
農
業
資
本
家
が
地
代
を
全
く
支
払
わ
な
〈
て
よ
い
場
合
の
前
提
条
件
は
何
か
と
い
う
に
、

そ
れ
は

ω土
地
の
数
量
が
そ
の
使
用
に
対
し
い
わ
ば
相
対
的
に
無
限
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

ω土
地
所
有
の
制
限
が
全
く
存
在
せ
ず
、
閣

そ
の
質
が
畳
躍
性
の
点
で
全
く
等
一
で
あ
り
、

か
つ
追
加
投
資
さ
れ
た
資
本
の
生
産
性
に
何
ら
の
差
も
な
く
、

ωそ
の
市
場
か
ら
の
経
済

的
距
離
が
主
く
等
し
い
場
合
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
前
提
の
下
で
は
、
現
存
の
人
口
が
需
要
す
る
農
産
物
の
生
産
の
為
に
耕
作
を
行
な
お
う

主
す
る
資
本
家
は
、

工
業
の
場
合
と
全
く
同
様
に
農
業
経
営
を
新
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
前
提
に
よ
り
土

地
所
有
の
独
占
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
生
産
物
の
価
値
が
生
産
価
格
へ
均
等
化
さ
わ
る
こ
と
に
対
す
る
伺
ら
の
障
害
も
な

く
、
農
業
経
営
の
有
機
的
構
成
が
低
位
に
あ
り
、
農
業
生
産
物
が
価
値
通
り
に
販
売
さ
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
部
門
に
お
い
て
生
ず
る
高
い

利
潤
も
平
均
利
潤
の
形
成
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
子
、
ぞ
れ
故
絶
対
地
代
は
発
生
し
な
い
。
ま
た
前
提
に
よ
り
豊
度
及
び
位
置
の
差
が
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
各
農
業
企
業
に
お
け
る
土
地
的
条
件
に
基
づ
く
生
産
性
の
韮
は
存
在
せ
、
ず
、
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
た
る
べ
き
超
過
利

潤
は
存
在
し
な
い
し

l
iた
だ
し
資
本
的
条
件
に
基
づ
く
超
過
利
潤
は
工
業
と
同
様
に
在
在
す
る

l
l、
そ
れ
故
農
業
生
産
物
の
市
場
価

値
は
工
業
と
全
く
同
様
に
商
品
大
量
を
生
廃
す
る
中
位
の
生
産
諸
条
件
を
有
す
る
企
業
の
個
別
的
価
値
と
一
致
し
、
個
別
的
価
値
の
総
計

と
市
場
価
値
の
総
計
は
一
致
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
は
農
業
経
営
は
工
業
緩
営
と
全
く
同
様
で
あ
っ
て
、
相
ら
の
独
自

性
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
一
切
の
前
提
は
実
存
し
な
い
。
そ
こ
で
は
人
口
の
維
持
に
必
要
な
食
糧
生
産
の
為
に
耕

作
さ
れ
る
優
良
な
土
地
の
面
積
に
制
限
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
優
良
地
は
既
に
各
個
別
的
農
業
資
本
家
に
よ
り
独
占
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
切
の
耕
作
地
の
土
地
の
豊
既
性
は
不
等
で
あ
り
、
そ
の
市
場
へ
の
経
情
的
距
離
も
不
等
で
あ
る
。
ま
た
す
べ
て
の
土
地
は
無
限

で
は
な
く
有
限
で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
態
|
|
他
人
の
所
有
で
あ
る
か
、
共
同
体
の
所
有
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
固
有
で
あ
る
か
を
問
わ



ず
ー
ー
に
お
い
て
所
有
さ
れ
て
お
り
、
他
人
の
自
由
な
使
用
を
排
除
す
る
。
そ
れ
故
現
実
の
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
最
劣
等
地
の

土
地
所
有
者
と
い
え
ど
も
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
り
無
償
で
そ
の
土
地
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
な
く
地
代
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、

こ
の
部
分
は
農
業
に
お
け
る
資
本
の
低
位
な
有
機
的
構
成
と
相
ま
っ
て
最
劣
等
地
の
土
地
所
有
者
に
絶
対
地
代
を
引
渡
す
こ
と
と
な
る
。

優
等
地
の
所
有
者
も
ま
た
か
か
る
絶
対
地
代
を
要
求
し
な
い
理
由
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
優
等
地
に
お
い
て
も
有
機

的
構
成
が
最
劣
等
地
と
同
様
に
低
い
|
|
優
等
地
の
経
営
も
土
地
的
条
件
を
除
い
て
は
他
の
劣
等
地
と
同
一
で
あ
る
i
ー
と
い
う
前
提
が

存
在
す
る
以
上
は
、
当
然
絶
対
地
代
が
成
立
し
、

土
地
所
有
者
に
収
奪
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
差
当
り
右
の
絶
対
地
代
は
捨
象
し
て

も
優
等
地
は
こ
の
ほ
か
に
か
か
る
優
等
地
の
農
業
経
営
が
独
占
し
う
る
自
然
力
を
基
礎
と
す
る
例
外
的
に
高
い
労
働
の
生
産
性
を
有
す
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
劣
等
地
に
く
ら
べ
て
同
一
面
積
に
お
け
る
同
一
生
産
諸
条
件
下
で
同
一
労
働
時
間
内
に
よ
り
大
な
る
剰
余
生
産
物
を
、

し
た
が
っ
て
差
額
地
代
た
る
べ
き
超
過
利
潤
を
生
産
す
る
の
で
あ
る
。

か
り
に
い
ま
農
業
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
を
無
視
し
て
、
農
業
生
産
物
の
価
値
も
工
業
生
産
物
と
同
様
に
そ
の
商
品
を
生
産
す

る
に
必
要
な
社
会
的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
(
土
地
的
条
件
を
も
含
め
て
)
の
下
で
、
労
働
の
熟
練
及
び
強
度
の
平
均
度
を
も
っ
て
そ
の

生
産
物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
時
聞
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
劣
等
地
の
経
営
は
当
然
の
結
果
と
し
て
そ
の
個

別
的
価
値
は
社
会
的
価
値
以
下
で
あ
り
、
超
過
利
潤
は
も
ち
ろ
ん
平
均
利
潤
を
も
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
劣

悪
な
工
業
経
営
が
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
な
い
の
と
何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
工
業
に
あ
っ
て
は
絶
え
ざ
る
資
本
の
競
争
に
よ

り
科
学
の
発
展
の
成
果
を
と
り
い
れ
、
技
術
の
改
善
に
よ
り
そ
の
生
産
諸
条
件
を
改
良
し
う
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
劣
悪
な
工
場
と
い

え
ど
も
そ
の
資
本
の
生
産
諸
条
件
を
改
善
し
、
平
均
利
潤
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
可
能
性
を
現
実
化

す
る
こ
と
を
資
本
以
外
の
何
者
か
の
力
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
農
業
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
農
業
に

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

ムノ、
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お
い
て
は
劣
悪
な
土
地
的
条
件
は
資
本
の
力
に
よ
り
如
何
と
も
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
劣
等
地
の
経
営
は
右
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
お

い
て
は
、
平
均
利
潤
を
入
手
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
態
が
固
定
的
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め
劣
等
地
に
投
下
さ
れ

る
資
本
は
平
均
利
潤
を
入
手
し
う
る
工
業
部
門
へ
と
逃
避
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
必
然
的
に
生
産
物
の
供
給
は
縮
少

し
、
農
産
物
価
格
は
騰
貴
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
ま
で
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
最
劣
等
地
の
土
地
経
営
が
平
均
利
潤
を
獲
得

で
き
る
点
ま
で
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
の
土
地
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
に
至
る
点
に
落
着
く
ま
で
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
も
し
平
均
的
販
売
価
格
す
な
わ
ち
市
場
生
産
価
格
が
最
劣
等
地
で
の
個
別
的
生
産
価
格
以
下
で
規
制
さ
れ
る
な
ら
ば
、

最
劣
等
地
で
の
経
営
資
本
家
は
平
均
利
潤
を
入
手
で
き
な
い
の
で
そ
の
生
産
物
の
販
売
を
差
し
控
え
る
か
、
ま
た
は
最
劣
等
地
の
経
営
か

ら
資
本
を
引
き
上
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
販
売
を
差
し
控
え
た
場
合
や
最
劣
等
地
の
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
市
場
に
対
す
る
供

給
量
は
不
足
し
、
市
場
価
格
は
最
劣
等
地
に
投
下
品
れ
た
資
本
に
平
均
利
潤
を
も
た
ら
す
点
ま
で
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
で
も
最

劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
以
下
に
し
か
土
地
生
産
物
の
販
売
価
格
が
騰
貴
し
な
い
場
合
に
は
最
劣
等
地
は
そ
の
耕
作
を
放
棄

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
以
前
の
優
良
地
が
限
界
的
最
劣
等
地
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
人
口
増
加
そ
の
他
の
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
農

業
生
産
物
に
対
す
る
需
要
が
大
と
な
っ
た
場
合
、
従
来
の
限
界
地
よ
り
さ
ら
に
劣
等
な
土
地
が
耕
作
さ
れ
る
時
に
は
従
来
の
劣
等
地
は
優

良
地
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
新
た
な
こ
の
最
劣
等
地
は
平
均
利
潤
の
入
手
が
可
能
で
な
け
れ
ば
経
営
さ
れ
な
い
。
以
上
い

利
潤
を
獲
得
し
う
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

ず
れ
の
場
合
に
も
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
る
資
本
は
平
均

よ
り
非
豊
能
な
土
地
か
ら
よ
り
豊
能
な
土
地

へ
も
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
後
者
の
場
合
に
も
最
劣
等
地
以
上
の
豊
能
な
土
地
が
新
た
に
耕
作
に
引
き
入
れ
ら
れ
、
こ
の
た
め
生
産
量
が
需

と
こ
ろ
で
耕
作
は
豊
能
な
土
地
か
ら
よ
り
非
豊
能
な
土
地
へ
進
め
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、



要
を
超
過
す
る
か
ら
価
格
は
下
落
し
最
劣
等
地
は
平
均
利
潤
を
獲
得
で
き
ず
、
最
劣
等
地
の
経
営
資
本
家
は
そ
の
資
本
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
え
な
く
な
り
、
従
来
の
優
等
地
が
新
た
な
最
劣
等
地
と
な
る
。
こ
の
場
合
も
依
然
と
し
て
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
値
格
が
市
場
生
産

価
格
を
規
定
し
、

し
た
が
っ
て
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
資
本
は
平
均
利
潤
を
入
手
し
う
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
工
業
に
お
け
る
と
同
様
に
農
業
に
お
い
て
も
土
地
の
所
有
形
態
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
資
本
投
下
の
自
由
が
存
在
し
、
ま

た
労
働
力
の
移
動
が
行
な
わ
れ
る
以
上
、
最
劣
等
地
の
投
下
資
本
が
平
均
利
潤
を
入
手
し
う
る
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
最
劣
等
地
の
土
地

生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
が
市
場
生
産
価
格
を
規
定
す
る
よ
う
な
同
一
生
産
部
門
に
お
け
る
諸
資
本
の
競
争
と
、
こ
れ
に
由
来
す
る
需

要
供
給
聞
の
比
率
が
生
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

(

7

)

レ

1

ニ
ジ
は
「
土
地
の
有
限
性
と
い
う
事
実
か
ら
(
土
地
の
私
有
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
と
は
べ
つ
に
〉
論
理
的
に
い
え
る
こ
と

は
、
土
地
全
体
は
資
本
家
日
農
業
企
業
家
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
農
業
企
業
家
の
あ
い
だ
に
お
け
る
競
争
の
自
由
を

い
く
ら
か
で
も
制
限
す
る
必
然
性
は
け
っ
し
て
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
(
『
農
業
問
題
と
「
マ
ル
ク
ス
批
判
家
」
』
谷
村
謙
作
訳
国
民

文
庫
版
二
七

l
八
頁
)
と
述
べ
、
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
農
奴
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
身
分
的
土
地
所
有
制
が
破
壊
さ
れ
、
商
工
業
資
本

が
農
業
に
投
下
さ
れ
、
借
地
や
抵
当
債
務
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
ロ

ν
ア
で
も
農
奴
制
度
の
遺
物
が
多
く
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

改
革
後
に
お
い
て
は
農
民
や
平
民
及
び
商
人
達
に
よ
る
土
地
買
入
れ
の
増
加
や
、
私
有
地
、
固
有
地
及
び
共
有
地
な
ど
の
貸
付
の
増
加
な
ど
を
指
摘
し
、

「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
現
象
は
な
に
を
証
明
す
る
か
?
そ
れ
は
、
土
地
所
有
の
独
占
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
の
所
有
の
か
ぎ
り
な
く
多
様
な
形
態
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
の
な
か
に
自
由
競
争
が
発
生
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
資

本
所
有
者
は
、
こ
の
資
本
を
、
商
業
あ
る
い
は
工
業
の
任
意
の
部
門
に
投
下
す
る
の
と
同
様
に
容
易
に
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
同
様
に
容
易
に
、
農
業

に
投
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
(
土
地
の
買
入
れ
、
ま
た
は
借
地
に
よ
っ
て
。
)
」
(
向
上
二
八

i
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

か
く
し
て
こ
こ
に
農
業
生
産
部
門
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」
と
呼
一
ば
れ
る
事
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
こ
と

は
何
ら
工
業
生
産
部
門
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
な
る
も
の
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
平
均
」

「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

六
五
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と
い
う
も
「
限
界
」
と
い
う
も
そ
れ
ら
は
単
な
る
数
量
的
事
態
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
な
る
も
の
を
単
に
算

術
平
均
的
な
点
に
着
目
し
て
形
式
的
に
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
諸
資
本
聞
の
競
争
及
び
商
品
の
買
手
、
と
資
本
家
と
の
競
争
、

さ
ら
に
は
ま

た
商
品
の
買
手
相
互
間
の
競
争
が
何
ら
の
制
限
を
も
被
る
こ
と
な
く
現
実
の
絶
え
ざ
る
諸
乗
離
を
通
じ
て
事
後
的
に
近
似
的
に
成
立
す

る
法
則
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
法
則
の
こ
の
よ
う
な
成
立
は
純
粋
に
発
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
現
実
に
は
常
に
近
似
の

み
が
存
す
る
」
の
で
あ
る
が
、

「
こ
の
近
似
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
主
た
、
従
来
の
経
済
状
態
の
残
浮
を

も
っ
て
す
る
資
本
制
生
産
様
式
の
不
純
化
と
混
合
と
が
除
去
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
ま
す
/
¥
大
き
く
な
る
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
一

δ

O
頁
、
訳
間
i
二
六
三
頁
)
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
農
業
生
産
部
門
に
お
い
て
は
既
に
み
た
よ
う
に
資
本
の
競
争
は
一
つ
の
重
大
な
克
服
し

え
な
い
障
碍
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
れ
は
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠
の
生
産
手
段
た
る
土
地
が
資
本
及
び
労
働
に
よ
っ
て
創
出
す
る
こ
と
の
で
き

か
っ
こ
の
土
地
の
有
す
る
豊
度
及
び
市
場
か
ら
の
経
済

な
い
、
有
限
な
、
そ
れ
故
独
占
さ
れ
う
る
白
然
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

的
距
離
の
不
等
性
が
資
本
及
び
労
働
の
克
服
し
え
な
い
、
相
対
的
に
同
定
的
恒
久
的
な
要
因
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
結
呆
独
占
き
れ
う
る
自
然
力
た
る
土
地
の
生
産
力
は
こ
れ
を
無
償
で
自
由
に
使
用
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
資
本
が
工
業
を

と
ら
え
る
場
合
と
農
業
を
、
と
ら
え
る
場
合
と
に
お
け
る
重
大
な
差
異
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
農
業
生
産
部
門
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
資
本
の
「
平
均
原
理
」
が
成
立
し
え
な
い
こ
と
は
判
然
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
己
主

は
「
批
判
者
」
の
い
う
が
如
く
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
矛
盾
で
は
な
く
、
逆
に
マ
ル
ク
ス
理
論
の
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
農
産
物
に
お
い
て

は
土
地
的
条
件
の
何
ら
関
与
し
な
い
豊
度
の
相
対
的
に
ゼ
ロ
な
最
劣
等
地
に
お
い
て
市
場
価
値
が
成
立
す
る
と
マ
ル
ク
ス
が
し
て
い
る
の

は
、
突
に
こ
の
上
う
な
洞
察
の
結
果
な
の
で
あ
っ
て
、

工
業
生
産
部
門
に
お
い
て
成
立
す
る
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
は
、
農
業
牛
一
産
部

門
に
お
い
て
は
土
地
的
条
件
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」
と
し
て
成
立
し
、
資
本
的
条
件
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
L



が
依
然
と
し
て
成
立
す
る

l
l
マ
ル
ク
ス
は
丘
一
木
的
条
件
は
社
会
的
標
準
的
と
前
提
し
、
こ
の
問
題
が
既
に
地
代
論
以
前
で
解
決
さ
れ
た

も
の
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
農
業
に
お
い
て
も
資
本
的
条
件
に
お
い
て
資
本
の
自
由
競
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
|
!
と
い
う
価
値
論

的
根
拠
は
こ
の
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
の
理
解
を
全
く
欠
い
て
、
単
に
農
業
生
産
部
門
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
つ
限
界
原
理
」

が
成
立
し
て
い
る
か
ら
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
崩
壊
し
た
な
ど
と
い
う
主
張
は
全
く
皮
相
な
も
の
で
あ
る
。
農
業
生
産

に
お
い
て
「
限
界
原
理
」
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
道
に
資
本
的
条
件
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
し

て
い
る
こ
と
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
何
ら
の
矛
盾
も
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
逆
に
マ
ル
ク
ス
が
独
占
さ
れ
う
る
自
然
カ
た

る
土
地
的
条
件
に
お
い
て
も
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
な
る
も
の
が
貫
徹
す
る
と
い
う
時
、
そ
の
時
こ
そ
「
マ
ル
ク
ス
批
判
者
」
の
い
う

汽

8
)

が
如
く
マ
ル
ク
ス
価
値
論
は
崩
壊
し
た
と
い
わ
る
苧
へ
き
で
あ
ろ
う
。

(

8

)

「
限
界
尿
理
」
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
三
と
に
よ
り
、
日
本
の
学
界
で
長
い
問
、
そ
し
て
今
日
ヒ
至
る
ま
で
論
争
の
章
一
ね
ら
れ
て
来
た
一
虚
偽

の
社
会
的
価
値
」
の
本
質
と
い
う
問
題
に
新
し
い
視
野
を
聞
き
、
問
題
を
明
確
に
し
、
正
し
く
解
く
た
め
の
鍵
を
提
供
し
よ
う
と
意
図
さ
れ
た
論
文
に

大
内
力
氏
の
「
市
場
価
値
法
則
と
差
額
地
代
」
(
『
社
会
科
学
研
究
』
第
九
巻
第
四
・
五
合
併
号
、
『
地
代
と
土
地
所
有
』
所
収
ゾ
が
あ
る
。
そ
こ
で

右
の
論
稿
に
お
け
る
氏
の
「
平
均
原
理
」
正
「
限
界
原
理
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
以
下
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

氏
は
問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
第
一
形
態
の
差
額
地
代
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
場
合
農
産
物
の
市
場
価
格
ハ
H
市
場
生
産
価
格
)
は
最
劣
等
地

の
生
産
物
の
個
別
的
生
必
価
格
で
規
制
さ
れ
、
よ
り
低
い
個
別
的
生
産
価
格
を
も
っ
優
等
地
の
生
産
物
に
は
二
定
の
超
過
利
潤
が
生
ず
る
。
そ
の
超
過

利
潤
は
土
地
所
有
の
作
用
に
よ
っ
て
地
代
に
転
化
さ
れ
る
。
こ
の
点
し
ば
し
ば
農
産
物
の
市
場
価
格
が
限
界
の
生
産
価
格
に
よ
っ
}
に
規
定
さ
れ
る
点
に

着
目
し
、
「
限
界
原
理
」
と
よ
ば
れ
る
が
、
こ
の
「
限
界
原
理
」
を
「
平
均
原
理
」
と
の
対
比
に
お
い
て
考
え
る
と
し
て
も
「
こ
の
限
界
原
理
の
木
質

は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
、
と
く
に
そ
れ
は
平
均
原
理
と
の
関
連
に
お
い
て
、
刊
と
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

点
に
な
る
と
、
こ
ん
に
ち
で
も
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
解
明
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
(
『
社
会
科
学
研
究
』
第
九
巻
第

四
・
五
合
併
号
ニ
頁
)
そ
し
て
こ
の
点
が
氏
に
よ
れ
ば
差
額
地
代
の
本
質
を
明
確
に
す
る
上
に
重
要
な
論
点
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
「
一
平
均
原
理
」
の
民
確
な
理
解
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ミ
の
「
平
均
原
理
」
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
マ
ル
ク
ス
が

「
差
額
地
代
L

の
基
手
的
考
察

六
七



「
差
額
地
代
」
の
基
本
的
考
察

ノ、

J¥. 

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
「
競
争
に
よ
る
一
般
的
利
潤
率
の
均
等
化
。
市
場
価
格
と
市
場
価
値
。
超
過
利
潤
」
の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
市
場
価
値

の
決
定
法
則
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
原
理
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
が
下
し
た
「
市
場
価
値
は
、
一
面
で
は
、
あ
る
部
面
で
生
産
さ
れ
る

商
品
の
平
均
価
値
と
看
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
そ
の
部
面
の
平
均
的
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
て
そ
の
部
面
の
生
産
物
の
大
量
を
な
す

商
品
の
個
別
的
価
値
と
看
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
二

O
三
頁
、
訳

ω
l二
六
七
頁
)
と
い
う
規
定
に
は
く
い
ち
が
っ
た
二

つ
の
考
え
方
が
、
氏
に
よ
れ
ば
既
に
含
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
規
定
の
前
半
で
は
マ
ル
ク
ス
は
市
場
価
値
を
諸
商
品
の
個
別
的
価
値
の
平

均
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
で
た
と
え
ば
ひ
と
つ
の
生
産
部
門
で
、
一

O
円
の
個
別
的
価
値
を
も
っ
た
商
品
が
三

O
個
と
、
八
円
の
個
別
的
価
値

を
も
っ
た
商
品
が
六

O
個
と
、
五
円
の
個
別
的
価
値
を
も
っ
た
商
品
が
一

O
個
と
い
う
ふ
う
に
市
場
に
供
給
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
一

O
O個
の
商

品
の
市
場
価
値
は
総
計
八
三

O
円
、
一
個
あ
た
り
八
・
一
二
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
さ
き
の
規
定
の
後
半
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
こ
の
ば
あ
い
、

「
平
均
的
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
て
そ
の
部
面
の
生
産
物
の
大
量
を
な
す
商
品
の
個
別
的
価
値
」
は
、
明
ら
か
に
八
円
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
が

市
場
価
値
と
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
規
定
に
対
し
氏
は
前
半
の
平
均
価
値
説
は
誤
り
で
あ
り
、
後
半
の
大

量
商
品
個
別
的
価
値
説
が
正
し
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
現
実
に
お
い
て
は
特
定
生
産
部
門
の
個
別
的
価
値
の
総
計
H
総
投
下
労
働
量
ハ
前
例
で
は
八
三

O
円
)
が
市
場
価
値
の
総
計
ハ
前
例
で
は
八

O
O円
)
と
一
致
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
、
「
し
た
が
っ
て
通
常
の
ば
あ
い
に
は
市
場
価
値
は
、

そ
の
部
門
全
体
の
価
値
よ
り
大
き
い
か
も
し
く
は
小
さ
く
、
い
ず
れ
に
し
て
も
投
下
総
労
働
量
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
制
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
」
(
大
内
氏
前
掲
論
文
七
頁
)
の
で
あ
る
@
氏
は
こ
の
点
を
『
資
本
論
』
冒
頭
の
商
品
の
価
値
の
規
定
の
・
理
解
に
ま
で
掘
り
下
げ
、
「
マ
ル
ク
ス
は

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

そ
の
点
を
『
あ
る
使
用
価
値
の
価
値
の
大
い
さ
を
規
定
す
る
の
は
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
の
分
量
、
も
し
く
は
そ
の
使
用
価
値
の
生
産
の
た
め
に
社

会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
』
と
い
い
、
『
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
と
は
、
現
存
の
社
会
的
・
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
と
労
働

の
熟
練
お
よ
び
強
度
の
社
会
的
な
平
均
度
と
を
も
っ
て
、
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
時
間
で
あ
る
。
』
と
い
っ
て

い
る
。
:
:
:
し
か
し
こ
の
規
定
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
:
:
:
『
現
存
の
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
』
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
と
く
に

焦
点
を
あ
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
」
(
向
上
一
一
.
頁
)
と
し
、
「
商
品
の
価
値
は
、
そ
の
商
品
が
ど
の
よ
う
な
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
量
の
労
働
を
体
化
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
骨
子
か
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件

の
も
と
で
必
要
と
さ
れ
る
労
働
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
己
ハ
同
上
一
一
一
一
員
)
し
た
が
っ
て
「
商
品
の
価
値
は
そ
の
『
生
産
の
た
め

に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
命
題
は
、
じ
つ
は
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
商
品
の
価
値
は
そ
の

再
生
産
の
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
同
上
)
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
氏
は
右
の
見
地



か
ら
一
つ
の
生
産
部
門
に
優
位
、
中
位
、
劣
位
と
い
う
一
二
つ
の
生
産
諸
条
件
の
資
本

l
!と
れ
ら
は
固
定
的
で
は
な
く
上
へ
上
へ
と
進
む
不
断
の
運
動

の
中
に
あ
る
ー
ー
の
あ
る
場
合
を
取
り
上
げ
、
そ
の
場
合
市
場
価
値
を
規
定
す
る
の
は
何
か
と
い
う
に
、
優
位
、
中
位
、
劣
位
の
「
ど
こ
で
社
会
的
需

要
に
お
う
じ
う
る
再
生
産
を
確
保
し
う
る
か
に
よ
っ
て
き
ま
る
こ
と
で
あ
る
o
L
(
同
上
一
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
)
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
氏
に
よ
る
市

場
価
値
の
規
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
場
価
値
が
平
均
的
価
値
に
よ
り
き
ま
る
と
い
う
説
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
特
定
生
産
部
門
の
支
配
的
部
分

i
l

こ
の
部
分
が
社
会
的
需
要
に
応
じ
て
再
生
産
を
行
な
う
ー
ー
を
占
め
る
商
品
大
量
の
個
別
的
価
値
で
市
場
価
値
が
き
ま
る
と
い
う
規
定
が
正
当
だ
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
氏
は
右
の
見
解
を
「
落
流
の
例
L

に
あ
て
は
め
、
社
会
的
需
要
に
応
じ
る
た
め
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
生
産
部
門
の
商
品
を
再
生
産
す

る
の
に
必
要
な
労
働
量
は
明
ら
か
に
蒸
気
工
場
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
社
会
的
需
要
を
充
た
し
、
追
加
生
産
物
を
提
供
す
る
の
は
蒸
気
工
場

の
生
産
の
拡
大
に
ま
つ
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
部
門
の
商
品
の
「
市
場
価
値
は
明
ら
か
に
、
そ
の
商
品
を
再
生
産
す
る
た
め
に
社
会
的
に
必
要

と
さ
れ
る
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
一
(
同
上
二
八
頁
)
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
本
格
的
農
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
と
し
、
そ
の
場
合
「
社
会
的
需
要
は
最
劣
等
地
の
耕
作
な
し
に
は
み
た
し
え
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
再
生
産
の
た
め
に
必
要
な
労
働
量
は
明

ら
か
に
最
劣
等
地
の
生
産
条
件
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」
(
向
上
三
二
頁
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
市
場
価
値
に
つ
い
て

の
以
上
の
よ
う
な
大
内
氏
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
平
均
原
理
」
と
「
限
界
原
理
」
の
矛
盾
は
何
ら
問
題
に
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
氏
の
つ
市
場
価
値
H
支
配
的
大
量
の
商
品
の
伺
別
的
価
値
」
説
に
お
い
て
、
「
支
配
的
大
量
と
い
う
こ
と
の
い
み
が
、
再
生
産
構
造
と
の
関
連

に
お
い
て
理
解
」
ハ
同
上
三
五
頁
)
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
新
た
な
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
優
位
、
中
位
、
劣
位
の
ど
こ
で
再
生
産
を
行
な
う
か

の
差
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
氏
の
見
解
の
エ
ツ
セ
ジ
ス
は
マ
ル
ク
ス
の
価
値
規
定
に
お
け
る
「
現
存
の
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
の
「
現
存
の
」
の
意
味
を
再
生

産
の
見
地
か
ら
と
ら
え
、
商
品
の
価
値
は
そ
の
再
生
産
の
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
述
べ
、
だ
が
そ
の
再
生
産
と

は
新
た
な
社
会
的
需
要
に
応
ず
る
た
め
の
再
生
産
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
市
場
価
値
規
定
に
お
い
て
氏
が
市

場
価
値
を
規
定
す
る
の
は
何
か
と
い
う
に
、
優
枚
、
中
位
、
劣
位
の
「
ど
こ
で
社
会
的
需
要
に
お
う
じ
う
る
今
再
生
産
を
確
保
し
う
る
か
に
よ
っ
て
き
ま

る
こ
と
で
あ
る
己
(
前
出
)
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
に
氏
の
商
品
の
価
値
と
は
何
か
、
そ
の
大
き
さ
は
い
か
に
し
て
規

定
さ
れ
る
か
と
い
う
価
値
法
則
そ
の
も
の
の
理
解
に
お
け
る
根
本
的
誤
解
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
現
存
の
」
と
は
、

氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
商
品
の
価
値
は
、
そ
れ
に
す
で
に
体
化
さ
れ
た
労
働
量
、
そ
の
生
産
に
あ
た
っ
て
投
下
さ
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

(
同
上
二
一
頁
)
そ
の
商
品
を
現
有
の
時
点
に
お
い
て
再
生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
存
の
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
下

る
わ
け
で
は
な
く
己

「
差
額
地
代
し
の
基
本
的
考
察

ノ、
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で
労
働
の
熟
練
及
び
強
度
の
社
会
的
な
平
均
度
と
そ
も
っ
て
、
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
時
間
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と

と
「
ど
の
よ
う
な
生
所
諸
条
件
で
社
会
的
需
要
に
お
う
じ
う
る
再
生
産
を
確
保
し
う
る
か
」
と
い
う
こ
と
と
は
、
氏
の
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
向
じ

事
柄
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
氏
の
見
解
に
お
け
る
根
本
的
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
氏
の
見
解
に
お
け
る
難
点
は
市
場
価
値
規
定
に
お
け
る
平

均
価
値
説
と
商
品
大
量
個
別
的
価
値
説
を
別
な
も
の
と
し
て
扱
い
、
後
者
が
正
し
く
前
者
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
が
し
か
し
こ
の
両
者
の

関
係
は
マ
ル
ク
ス
が
「
実
は
全
く
厳
密
に
い
え
ぽ
」
(
前
出
)
市
場
価
値
は
一
つ
の
諸
面
で
ほ
生
産
さ
れ
た
誇
商
品
の
平
均
酌
価
値
と
看
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
同
一
生
産
部
面
内
に
お
け
る
資
本
の
競
争
の
結
果
成
立
す
る
市
場
価
伎
を
ぎ
り
ぎ
り
の

点
に
お
い
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
(
も
ち
ろ
ん
現
実
に
お
い
て
は
た
だ
近
似
的
に
、
そ
し
て
千
差
万
別
の
修
正
を
う
け
て
あ
ら
わ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
」
(
前
出
〉
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
似
的
に
あ
ら
わ
れ
る
場
合
と
し
て
市
場
価
値
は
そ
の
部
門
の
支
配
的
部
分
を
占
め
る
商
品
大
量
の
個
別
的
価
値

で
き
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
氏
が
さ
き
に
市
場
価
値
は
平
均
的
価
値
説
に
よ
れ
ば
入
・
三
円
で
あ
り
、
商
品
大
量
偶
別
的
価
値

説
に
よ
れ
ば
八
円
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
を
別
刷
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
考
え
方
は
、
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
範
鴎
を
「
い
わ
ば

算
術
計
算
の
よ
う
に
論
じ
た
無
意
味
な
区
別
立
て
し
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
氏
が
本
格
的
農
業
に
お
け
る
農
産
物
の
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
個
別
的

価
値
に
よ
っ
て
き
ま
る
根
拠
を
、
新
た
な
需
要
に
応
ず
る
の
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
の
も
同
線
に
一
止
し
く
な

い
。
も
し
大
内
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
ら
ば
需
要
の
増
大
に
応
じ
て
最
劣
等
地
の
個
別
的
生
産
価
格
よ
り
低
廉
な
農
産
物
が
優
等
地
の
追
加
投
資
に
よ

り
ま
か
な
わ
れ
る
場
合
、
農
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
側
別
的
価
値
に
よ
り
決
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
と
も
氏
は
新
た
な
需
要
に
応
ず
る
に
は
優
等
地
の
資
本
家
は
み
す
み
す
超
過
利
潤
を
入
手
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
追
加
投
資
を
差
控
え
る
と

で
も
い
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
は
笑
際
上
最
劣
等
地
以
外
は
新
た
な
需
要
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
で
も
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
商
品
の
価
値
が
社
会
的
需
要
に
応
じ
、
再
生
産
を
確
保
で
き
る
特
定
生
産
部
門
の
伺
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
〉
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
と
し
、
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
の
総
計
は
倒
別
的
価
値
ハ
個
別
的
生
産
的
価
格
〉
の
総
計
と
不
一
致
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
首
背
し
え
な

い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




